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第６節 関係者等への的確な情報伝達活動  ················ 213 

第７節 遺族等事故災害関係者の対応  ···················· 213 

第８節 防疫及び遺体の処理  ···························· 213 

 

５ 鉄道災害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 茨城県の鉄道状況  ······························ 215 

第２節 鉄道交通の安全のための情報の充実  ·············· 216 

第３節 鉄道交通安全運行の確保  ························ 216 

第４節 鉄道車両の安全性の確保  ························ 217 

第５節 迅速かつ円滑な災害応急対策，災害復旧への備え  ·· 217 

第２章 災害応急対策 

第１節 発災直後の情報の収集・連絡  ···················· 221 

第２節 活動体制の確立  ································ 222 

第３節 救助・救急，医療及び消火活動  ·················· 225 

第４節 避難勧告，避難指示（緊急），誘導  ··············· 226 

第５節 緊急輸送のための交通の確保，緊急輸送活動  ······ 226 

第６節 関係者等への的確な情報伝達活動  ················ 227 

第７節 防疫及び遺体の処理  ···························· 227 

第３章 災害復旧  ········································ 228 
 

６ 道路災害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 茨城県の道路交通状況  ·························· 229 

第２節 道路交通の安全のための情報の充実  ·············· 230 

第３節 道路施設等の管理と整備  ························ 230 

第４節 迅速かつ円滑な災害応急対策，災害復旧への備え  ·· 230 

第５節 防災知識の普及  ································ 233 

第６節 再発防止対策の実施  ···························· 233 

第２章 災害応急対策 

第１節 発災直後の情報の収集・連絡  ···················· 234 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

第２節 活動体制の確立  ································· 234 

第３節 救助・救急，医療及び消火活動  ··················· 238 

第４節 緊急輸送のための交通の確保，緊急輸送活動  ······· 238 

第５節 危険物の流出に対する応急対策  ··················· 239 

第６節 道路施設・交通安全施設の応急復旧活動  ··········· 239 

第７節 関係者等への的確な情報伝達活動  ················· 239 

第８節 防疫及び遺体の処理  ····························· 240 

第３章 災害復旧  ········································· 240 

 

７ 危険物等災害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 危険物等災害の予防対策（各災害共通事項）  ······· 241 

第２節 石油類等危険物施設の予防対策  ··················· 244 

第３節 高圧ガス・火薬類の予防対策  ····················· 245 

第４節 毒劇物取扱施設の予防対策  ······················· 247 

第５節 放射線使用施設等の予防対策  ····················· 248 

第６節 核燃料物質等の事業所外運搬中の事故に対する予防対策 

 ························································· 249 

第２章 災害応急対策 

第１節 発災直後の情報の収集・連絡（各災害共通事項）  ··· 250 

第２節 活動体制の確立（各災害共通事項）  ··············· 254 

第３節 石油類等危険物施設の事故応急対策  ··············· 257 

第４節 高圧ガス，火薬類の事故応急対策  ················· 260 

第５節 毒劇物多量取扱施設の事故応急対策  ··············· 264 

第６節 放射線使用施設等の事故応急対策  ················· 265 

第７節 核燃料物質等の事業所外運搬中の事故応急対策  ····· 266 

第８節 避難誘導対策  ··································· 267 

第９節 捜索・救出・救助対策  ··························· 267 

第 10 節 応援要請対策  ·································· 268 

第 11 節 医療救護対策  ·································· 268 

第 12 節 緊急輸送の確保  ································ 268 
 

第２節 活動体制の確立  ································ 235 

第３節 救助・救急，医療及び消火活動  ·················· 239 

第４節 緊急輸送のための交通の確保，緊急輸送活動  ······ 239 

第５節 危険物の流出に対する応急対策  ·················· 240 

第６節 道路施設・交通安全施設の応急復旧活動  ·········· 240 

第７節 関係者等への的確な情報伝達活動  ················ 240 

第８節 防疫及び遺体の処理  ···························· 241 

第３章 災害復旧  ········································ 241 

 

７ 危険物等災害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 危険物等災害の予防対策（各災害共通事項）  ······ 242 

第２節 石油類等危険物施設の予防対策  ·················· 245 

第３節 高圧ガス・火薬類の予防対策  ···················· 246 

第４節 毒劇物取扱施設の予防対策  ······················ 248 

第５節 放射線使用施設等の予防対策  ···················· 249 

第６節 核燃料物質等の事業所外運搬中の事故に対する予防対策 

 ························································ 250 

第２章 災害応急対策 

第１節 発災直後の情報の収集・連絡（各災害共通事項）  ·· 251 

第２節 活動体制の確立（各災害共通事項）  ·············· 255 

第３節 石油類等危険物施設の事故応急対策  ·············· 258 

第４節 高圧ガス，火薬類の事故応急対策  ················ 261 

第５節 毒劇物多量取扱施設の事故応急対策  ·············· 265 

第６節 放射線使用施設等の事故応急対策  ················ 266 

第７節 核燃料物質等の事業所外運搬中の事故応急対策  ···· 267 

第８節 避難誘導対策  ·································· 268 

第９節 捜索・救出・救助対策  ·························· 269 

第 10 節 応援要請対策  ································· 269 

第 11 節 医療救護対策  ································· 269 

第 12 節 緊急輸送の確保  ······························· 269 
 

ⅴ 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

８ 大規模な火事災害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 災害に強いまちづくり  ··························· 269 

第２節 大規模な火事災害防止のための情報の充実  ········· 270 

第３節 迅速かつ円滑な災害応急対策，災害復旧・復興への備え 

 ························································· 270 

第４節 防災知識等の普及  ······························· 272 

第２章 災害応急対策 

第１節 発災直後の情報の収集・連絡  ····················· 273 

第２節 活動体制の確立  ································· 274 

第３節 救助・救急，医療及び消火活動  ··················· 277 

第４節 緊急輸送のための交通の確保・緊急輸送活動  ······· 277 

第５節 避難の受入れ  ··································· 278 

第６節 施設及び設備の応急復旧活動  ····················· 278 

第７節 関係者等への的確な情報伝達活動  ················· 278 

第８節 防疫及び遺体の処理  ····························· 279 

第３章 災害復旧  ········································· 279 

 

９ 林野火災対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 林野火災に強い地域づくり  ······················· 280 

第２節 林野火災防止のための情報の充実  ················· 280 

第３節 迅速かつ円滑な災害応急対策，災害復旧への備え  ··· 280 

第４節 防災活動の促進  ································· 283 

第２章 災害応急対策 

第１節 発災直後の情報の収集・連絡  ····················· 283 

第２節 活動体制の確立  ································· 285 

第３節 救助・救急，医療及び消火活動  ··················· 287 

第４節 緊急輸送のための交通の確保  ····················· 289 

第５節 避難の受入れ  ··································· 289 

第６節 施設，設備の応急復旧活動  ······················· 289 

８ 大規模な火事災害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 災害に強いまちづくり  ·························· 271 

第２節 大規模な火事災害防止のための情報の充実  ········ 272 

第３節 迅速かつ円滑な災害応急対策，災害復旧・復興への備え 

 ························································ 272 

第４節 防災知識等の普及  ······························ 274 

第２章 災害応急対策 

第１節 発災直後の情報の収集・連絡  ···················· 275 

第２節 活動体制の確立  ································ 276 

第３節 救助・救急，医療及び消火活動  ·················· 279 

第４節 緊急輸送のための交通の確保・緊急輸送活動  ······ 279 

第５節 避難の受入れ  ·································· 280 

第６節 施設及び設備の応急復旧活動  ···················· 280 

第７節 関係者等への的確な情報伝達活動  ················ 280 

第８節 防疫及び遺体の処理  ···························· 281 

第３章 災害復旧  ········································ 281 

 

９ 林野火災対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 林野火災に強い地域づくり  ······················ 282 

第２節 林野火災防止のための情報の充実  ················ 282 

第３節 迅速かつ円滑な災害応急対策，災害復旧への備え  ·· 282 

第４節 防災活動の促進  ································ 285 

第２章 災害応急対策 

第１節 発災直後の情報の収集・連絡  ···················· 285 

第２節 活動体制の確立  ································ 287 

第３節 救助・救急，医療及び消火活動  ·················· 289 

第４節 緊急輸送のための交通の確保  ···················· 291 

第５節 避難の受入れ  ·································· 291 

第６節 施設，設備の応急復旧活動  ······················ 291 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

第７節 関係者等への的確な情報伝達活動  ················· 289 

第８節 二次災害の防止活動  ····························· 290 

 

１ 総則 

第２節 県土の自然条件 

第２ 気候 

２ 気象災害の概況 

本県においては，台風，低気圧による災害のほか，雷災，ひょう

害，霜害，冷害等の気象災害がある。 

(1) 台風（昭和 16 年以降） 

  （新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７節 関係者等への的確な情報伝達活動  ················ 291 

第８節 二次災害の防止活動  ···························· 292 

 

１ 総則 

第２節 県土の自然条件 

第２ 気候 

２ 気象災害の概況 

本県においては，台風，低気圧による災害のほか，雷災，ひょう

害，霜害，冷害等の気象災害がある。 

(1) 台風（昭和 16 年以降） 

 ○53 平成 30.8.6～9（台風第 13 号） 

台風第 13 号は，9 日に関東地方にかなり接近して 9 日昼前に

かけて関東の東の海上を北に進んだ。 

茨城県では,前線や台風の接近により6日から 9日にかけて,1

時間降水量が大子で 45.0mm（6 日 17 時 12 分）,石岡市柿岡で

41.5mm（7 日 02 時 16 分）の激しい雨となり,6 日 14 時から 9 日

24 時までの総降水量は,北茨城市花園で 181.5mm,高萩市大能で

130.5mm など大雨となった。また,台風の中心が茨城県に最も接

近した 9 日は,水戸で北東 21.6m/s,鹿嶋で北 20.9m/s,北茨城で

北北東 19.9m/s の最大瞬間風速を観測した。 

県内の被害は，負傷者２名（重傷１，軽傷１），住家被害４件

（全壊１，半壊３，一部損壊１）,がけ崩れ２箇所。 

○54 平成 30.9.29～10.1（台風第 24 号） 

台風第 24 号は，暴風域を伴い非常に強い勢力を維持して 30

日 20 時頃に和歌山県田辺市付近に上陸した。その後も暴風域を

伴ったまま更に速度を速めて東海,関東甲信,東北地方を北東に

進み,10 月 1 日 12 時に日本の東海上で温帯低気圧に変わった。 

茨城県では,台風の中心が最も接近した 10月 1日は,笠間で南

35.4m/s,つくばで南南西 32.7m/s,筑西市下館で南東 32.5m/s の

最大瞬間風速を観測した。前線や台風の接近により 9月 29 日か

ら 10月 1日にかけて,1時間降水量が高萩市大能で 42.0mm,北茨
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

 

 

 

 

 

 (4) その他の災害 

  （新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 防災責任者の処理すべき事務又は業務の大綱 

第３ 指定地方行政機関 

 関東総合通信局 

２ 災害対策用無線機及び災害対策用移動電源車の貸し出しに関

すること。 

３ 非常災害時における重要通信の疎通を確保するため，無線局

の開局，周波数等の指定変更及び無線設備の設置場所等の変更

を口頭等により許認可を行う特例措置の実施（臨機の措置）に関

すること。 

 独立行政法人水資源機構 

城市花園で 39.5mm,龍ケ崎で 37.0mm の激しい雨となり,9 月 29

日 04 時から 10 月 1 日 06 時までの総降水量は,北茨城市花園で

110.0mm,高萩市大能で 98.0mm など大雨となった。 

県内の被害は，負傷者８名（全て軽傷），住家被害 203 件（半

壊 15，一部損壊 188）。 

 

 (4) その他の災害 

 ⑥ 平成 30.1.22（大雪） 

1 月 22 日から 23 日にかけて,低気圧が本州の南海上を急速に

発達しながら東北東に進んだため,関東甲信地方を中心に広い

範囲で大雪となった。 

茨城県では,積雪の深さが 22 日 22 時には水戸で 19 センチ，

つくばで 15 センチに達した。 

県内の被害は，負傷者 18 名（重傷１，軽傷 17），住家被害５

件（一部損壊５）,がけ崩れ２箇所。 

  ⑦ 平成 30.3.1（突風） 

    低気圧や前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだため,

大気の状態が非常に不安定となった。行方市で突風が発生した。 

県内の被害は，負傷者４名（全て軽傷），住家被害５件（全壊

１，半壊１，一部損壊 105）。 

 

第３節 防災責任者の処理すべき事務又は業務の大綱 

第３ 指定地方行政機関 

 関東総合通信局 

２ 災害対策用移動通信機器及び災害対策用移動電源車の貸し出

しに関すること。 

３ 非常災害時における重要通信の疎通を確保するため，無線局

の開局，周波数等の指定変更及び無線設備の設置場所等の変更

を口頭等により許認可を行う特例措置（臨機の措置）の実施に関

すること。 

 独立行政法人水資源機構 

 

 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

１ ダム，河口堰，湖沼水位調節施設，多目的用水路，専用水路そ

の他水資源の開発又は利用のための施設の改築に関すること。 

 

第６ 指定地方公共機関 

 運輸機関（茨城交通株式会社，関東鉄道株式会社，鹿島臨海鉄道株式

会社，一般社団法人茨城県トラック協会，首都圏新都市鉄

道株式会社，日立電鉄交通サービス株式会社，ジェイアー

ルバス関東株式会社，一般社団法人茨城県バス協会） 

  災害時における避難者，救助物資その他の輸送の協力に関するこ

と。 

 

  ※資料１－１（茨城県防災会議委員・幹事名簿） 

 

４ 風水害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 県土の保全 

第１ 治山治水計画 

 １ 治山計画 

 (2) 治山施設の整備 

   県内における山地災害危険地区等を調査した結果，総数で 1,237

箇所あり，その内訳は次のとおりである。（平成 29 年 10 月末現在） 

   （略） 

   これらの山地災害危険地区（山腹崩壊・崩壊土砂流出・地すべり

危険地区）における山地災害を未然に防止するため，森林法により

策定された森林整備保全事業計画（平成 26～30 年度）に基づき，

山地治山，防災林造成，地すべり防止施設の整備等を計画的に進め

るとともに，市町村と連携して地域住民への山地災害危険地区の周

知に努める。 

 

 ２ 保安林整備計画 

 (1) 保安林の概況 

１ ダム，河口堰，湖沼水位調節施設，多目的用水路，専用用水路

その他の水資源の開発又は利用のための施設の新築又は改築に

関すること。 

第６ 指定地方公共機関 

 運輸機関（茨城交通株式会社，関東鉄道株式会社，鹿島臨海鉄道株式

会社，一般社団法人茨城県トラック協会，首都圏新都市鉄

道株式会社，ジェイアールバス関東株式会社，一般社団法

人茨城県バス協会） 

  災害時における避難者，救助物資その他の輸送の協力に関するこ

と。 

 

  ※資料１－１（茨城県防災会議委員・幹事一覧） 

 

４ 風水害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 県土の保全 

第１ 治山治水計画 

 １ 治山計画 

 (2) 治山施設の整備 

   県内における山地災害危険地区等を調査した結果，総数で 1,237

箇所あり，その内訳は次のとおりである。（平成 31 年３月末現在） 

   （略） 

   これらの山地災害危険地区（山腹崩壊・崩壊土砂流出・地すべり

危険地区）における山地災害を未然に防止するため，森林法により

策定された森林整備保全事業計画（令和元年～令和５年度）に基づ

き，山地治山，防災林造成，地すべり防止施設の整備等を計画的に

進めるとともに，脆弱な地質地帯における山腹崩壊等対策や巨石・

流木対策などを複合的に組み合わせた治山対策を推進する。また，

市町村と連携して地域住民への山地災害危険地区の周知に努める。 

 ２ 保安林整備計画 

 (1) 保安林の概況 

21 

 

 

 

 

 

23 

 

 

 

 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

25 

 

25 

 

 

 

 

表記の修正 

 

 

 

 

 

茨城交通へ吸収合併 

 

 

 

 

誤記の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

時点修正 

 

 

 

時点修正 

 

防災基本計画(R1)の

修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

   （略） 

   平成 28 年度末現在で，民有保安林 17,716ha，国有保安林

38,025ha，計 55,741ha の保安林が配備されている。 

 

第２ 海岸保全 

  ※資料 21－1 海岸保全区域指定状況 

 

第３ 水防法に基づく洪水対策 

２ 水位情報周知河川の指定 

 国及び県は，洪水予報河川に指定された以外の河川のうち，洪水

により相当な損害を生ずるおそれがある河川を水位情報周知河川

として指定し，避難判断水位（氾濫注意水位を超える水位であって

洪水による災害の発生を特に警戒すべき水位をいう。）を定め，当

該河川の水位がこれに達したときは，国土交通大臣は県知事に，県

知事は水防計画で定める水防管理者等に通知するとともに，必要

に応じ報道機関の協力を求めて，これを一般に周知する。 

３ 浸水想定区域の指定 

国及び県は，洪水予報河川及び水位情報周知河川に指定された

河川について，それぞれの河川の洪水防御に関する計画の基本と

なる降水量及び想定最大規模降雨により河川が氾濫した場合に浸

水が想定される区域を浸水想定区域として指定する。 

なお，浸水想定区域の指定を行った国及び県は，指定区域及び浸

水した場合の水深を公表するとともに関係市町村に通知する。 

また，県は，その他の河川についても，役場等の所在地に係る河

川については，過去の浸水実績を活用する等，河川の状況に応じた

簡易な方法も用いて，市町村等へ浸水想定の情報を提供するよう

努めるものとする。 

 （新設） 

 

 

 

   （略） 

   平成 30 年度末現在で，民有保安林 17,880ha，国有保安林

38,025ha，計 55,905ha の保安林が配備されている。 

 

第２ 海岸保全 

  ※資料 20－1 海岸保全区域指定状況 

 

第３ 水防法に基づく洪水対策 

２ 水位周知河川の指定 

 国及び県は，洪水予報河川に指定された以外の河川のうち，洪水

により相当な損害を生ずるおそれがある河川を水位周知河川とし

て指定し，避難判断水位（氾濫注意水位を超える水位であって洪水

による災害の発生を特に警戒すべき水位をいう。）を定め，当該河

川の水位がこれに達したときは，国土交通大臣は県知事に，県知事

は水防計画で定める水防管理者等に通知するとともに，必要に応

じ報道機関の協力を求めて，これを一般に周知する。 

３ 洪水浸水想定区域の指定 

(1) 国及び県は，洪水予報河川及び水位周知河川に指定された河川

について，想定し得る最大規模の降雨により河川が氾濫した場合

に浸水が想定される区域を洪水浸水想定区域として指定し，指定

の区域及び浸水した場合に想定される水深，浸水継続時間等を公

表するとともに，関係市町村の長に通知する。 

 

また，県は，その他の河川についても，役場等の所在地に係る河

川については，過去の浸水実績を活用する等，河川の状況に応じた

簡易な方法も用いて，市町村等へ浸水想定の情報を提供するよう

努めるものとする。 

 (2) 市町村長は，洪水予報河川及び水位周知河川に指定されていな

い中小河川について，河川管理者から必要な情報提供，助言等を受

けつつ，過去の浸水実績等を把握したときは，これを水害リスク情

報として住民，滞在者その他の者へ周知するものとする。 

 

25 

 

 

 

28 

 

 

 

28 

 

 

 

 

 

 

29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29 

 

 

 

 

時点修正 

 

 

 

資料編の番号修正 

 

 

 

誤記の訂正 

 

 

 

 

 

 

防災基本計画等に基

づく修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災基本計画(H30)

の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 （新設） 

 

 

 

４ 避難体制等の整備 

 （新設） 

 

 

 

 

 

 

 (1) 市町村は，浸水想定区域の指定があったときは，市町村地域防災

計画において，少なくとも当該浸水想定区域ごとに次に掲げる事項

について定めるものとする。 

   （略） 

 (2) 浸水想定区域を含む市町村の長は，上記(1)の事項について住民

に周知させるため，これらの事項を記載した印刷物（洪水ハザード

マップ等）の配付その他必要な措置を講ずる。 

   （略） 

 (3) 市町村は，避難指示（緊急），避難勧告，避難準備・高齢者等避

難開始等について，「避難勧告等に関するガイドライン（内閣府防

災担当）」を参考に，国（国土交通省，気象庁等），県及び水防管理

者の協力を得つつ，豪雨，洪水等の災害事象の特性や収集できる情

報を踏まえ，避難すべき区域や具体的な判断基準，伝達方法を明確

にした実用性の高いマニュアルを作成するものとする。 

また，避難場所，避難路をあらかじめ指定するとともに，水防団

等と協議し，発災時の避難誘導に係る計画をあらかじめ作成し，訓

練を行うものとする。なお，避難時の周囲の状況等により，屋内に

留まっていた方が安全な場合等やむを得ないときは，「屋内安全確

保」の安全確保措置を講ずべきことにも留意するものとする。 

(3) 水防管理者は，洪水浸水想定区域内にある輪中堤防等盛土構造

物が浸水の拡大を抑制する効用があると認めたときには，河川管

理者から必要な情報提供，助言等を受けつつ，浸水被害軽減地区に

指定することができる。 

４ 避難体制等の整備 

 (1) 複合的な災害にも多層的に備え，社会全体で被害を防止・軽減さ

せるためのハード・ソフト対策を総合的かつ一体的に推進すること

を目的として，国及び県知事が組織する「大規模氾濫減災協議会」，

「茨城県管理河川減災対策協議会」等を活用し，国，地方公共団体，

河川管理者，水防管理者に加え，公共交通事業者，メディア関係者，

利水ダム管理者等の多様な関係者で，密接な連携体制を構築するも

のとする。 

 (2) 市町村は，浸水想定区域の指定があったときは，市町村地域防災

計画において，少なくとも当該浸水想定区域ごとに次に掲げる事項

について定めるものとする。 

   （略） 

 (3) 浸水想定区域を含む市町村の長は，上記(1)の事項について住民

に周知させるため，これらの事項を記載した印刷物（洪水ハザード

マップ等）の配付その他必要な措置を講ずる。 

   （略） 

(4) 市町村は，災害発生情報，避難指示（緊急），避難勧告，避難準

備・高齢者等避難開始を躊躇なく発令できるよう，「避難勧告等に

関するガイドライン（内閣府防災担当）」及び「避難勧告等の発令

に係る基本的考え方（茨城県）」を参考に，国（国土交通省，気象

庁等），県及び水防管理者の協力を得つつ，豪雨，洪水等の災害事

象の特性や収集できる情報を踏まえ，避難すべき区域や具体的な

数値に基づいた発令基準を設定するほか，５段階の警戒レベルを

明記し，伝達方法を明確にした実用性の高いマニュアルを作成す

るものとする。 

また，避難場所，避難路をあらかじめ指定するとともに，水防団

等と協議し，発災時の避難誘導に係る計画をあらかじめ作成し，訓

29 

 

 

 

 

29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

30 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災基本計画(H30)

の修正 

 

 

 

防災基本計画(H30，

R1)の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災基本計画(R1)の

修正 

県避難勧告等の発令

に係る基本的考え方 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

 

 

 （新設） 

 

 （新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 国（気象庁，国土交通省），県及び市町村は，関係機関の協力を

得て，雨量，水位等の情報をより効果的に活用するための内容の拡

充を図り，関係行政機関はもとより，報道機関を通じた一般への提

供体制の整備を図る。 

（略） 

(5) 県は，住民に対して分かりやすくかつ迅速に河川情報（雨量，水

位及び河川監視カメラによる映像等）を提供するため，水防テレメ

ータシステムなどの更新充実を図るとともに，インターネットな

どを活用した多様な手段による情報提供に努める。 

 

第２節 土砂災害防止対策 

第１ 土砂災害防止法に基づく対策 

練を行うものとする。なお，避難時の周囲の状況等により，屋内に

留まっていた方が安全な場合等やむを得ないときは，「屋内安全確

保」の安全確保措置を講ずべきことにも留意するものとする。 

  ※ 資料７－１ 防災気象情報と警戒レベル 

資料７－２ 避難勧告等の発令に係る基本的考え方 

 (5) 市町村は，洪水等に対する住民の警戒避難体制として，洪水予報

河川等については，水位情報，堤防等の施設に係る情報，台風情報，

洪水警報等により具体的な避難勧告等の発令基準を設定するもの

とする。それら以外の河川等についても，氾濫により居住者や地下

空間，施設等の利用者に命の危険を及ぼすと判断したものについて

は，同様に具体的な避難勧告等の発令基準を策定することとする。 

また，避難勧告等の発令対象区域については，細分化しすぎると

かえって居住者等にとってわかりにくい場合が多いことから，立

退き避難が必要な区域を示して勧告したり，屋内での安全確保措

置の区域を示して勧告したりするのではなく，命を脅かす洪水等

のおそれのある範囲をまとめて発令できるよう，発令範囲をあら

かじめ具体的に設定するとともに，必要に応じて見直すよう努め

るものとする。国（国土交通省）及び県は，これらの基準及び範囲

の設定及び見直しについて，必要な助言等を行うものとする。 

(6) 国（気象庁，国土交通省），県及び市町村は，関係機関の協力を

得て，雨量，水位等の情報をより効果的に活用するための内容の拡

充を図り，関係行政機関はもとより，報道機関を通じた一般への提

供体制の整備を図る。 

  （略） 

(7) 県は，住民に対して分かりやすくかつ迅速に河川情報（雨量，水

位及び河川監視カメラによる映像等）を提供するため，水防テレメ

ータシステムなどの更新充実を図るとともに，インターネットな

どを活用した多様な手段による情報提供に努める。 

 

第２節 土砂災害防止対策 

第１ 土砂災害防止法に基づく対策 
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資料編の追加修正 

 

防災基本計画(H30)

の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

２ 土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定 

県は，急傾斜地の崩落等が発生した場合に住民の生命又は身体

に危害が生ずると認められ，土砂災害を防止するために警戒避難

体制を特に整備すべき区域として政令で定める基準に該当するも

のを所定の手続に従って「土砂災害警戒区域」（以下「警戒区域」

という。）として指定する。 

また，県は，警戒区域のうち急傾斜地の崩壊等が発生した場合に

は建築物等に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生

ずると認められ，一定の開発行為の制限及び建築物の構造の規制

を加える区域として政令で定める基準に該当するものを所定の手

続きに従って「土砂災害特別警戒区域」として指定する。 

 

なお，県は，指定を行うに当たって，あらかじめ関係市町村長の

意見を聴くとともに政令で定める事項を公示する。 

 （新設） 

 

 

３ 警戒避難体制の整備 

（3）市町村は，避難指示（緊急），避難勧告，避難準備・高齢者等

避難開始等について，「避難勧告等に関するガイドライン（内閣

府防災担当）」を参考に，国（国土交通省，気象庁等）及び県の

協力を得つつ，災害事象の特性や収集できる情報を踏まえ，避難

すべき区域や具体的な判断基準及び伝達方法を明確にした実用

性の高いマニュアルを作成するものとする。 

４ 特定開発行為の制限等 

県は，土砂災害防止法第９条に定める特定開発行為に関する事

項その他同法の規定に基づき，土砂災害の防止に関し必要な対策

を講ずるものとする。 

 

第４ 土石流危険渓流対策 

２ 砂防指定地の指定及び砂防工事の推進 

２ 土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定・見直し 

県は，急傾斜地の崩落等が発生した場合に住民の生命又は身体

に危害が生ずるおそれがあると認められ，土砂災害を防止するた

めに警戒避難体制を特に整備すべき区域として政令で定める基準

に該当するものを所定の手続に従って「土砂災害警戒区域」（以下

「警戒区域」という。）として指定する。 

また，県は，警戒区域のうち急傾斜地の崩壊等が発生した場合に

は建築物等に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生

ずるおそれがあると認められ，一定の開発行為の制限及び建築物

の構造の規制を加える区域として政令で定める基準に該当するも

のを所定の手続きに従って「土砂災害特別警戒区域」として指定す

る。 

なお，県は，指定を行うに当たって，あらかじめ関係市町村長の

意見を聴くとともに政令で定める事項を公示する。 

また，県は，対策工事が完了した箇所の区域縮小等，地形や土地

利用の変化に合わせた区域の見直し作業を計画的に行っていくも

のとする。 

３ 警戒避難体制の整備 

（3）市町村は，災害発生情報，避難指示（緊急），避難勧告，避難

準備・高齢者等避難開始等について，「避難勧告等に関するガイ

ドライン（内閣府防災担当）」を参考に，国（国土交通省，気象

庁等）及び県の協力を得つつ，災害事象の特性や収集できる情報

を踏まえ，避難すべき区域や具体的な判断基準及び伝達方法を

明確にした実用性の高いマニュアルを作成するものとする。 

４ 特定開発行為の制限等 

県は，土砂災害防止法第 10 条に定める特定開発行為に関する事

項その他同法の規定に基づき，土砂災害の防止に関し必要な対策

を講ずるものとする。 

 

第４ 土石流危険渓流対策 

２ 砂防指定地の指定及び砂防工事の推進 
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防災基本計画（H30)

に基づく修正 

表記の修正 

 

 

 

 

表記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

(2) 土石流に対処するための工事については，特に土石流が発生

するおそれの高い渓流，保全対象となる人家又は公共的な施設

の多い渓流について重点的に砂防工事を推進する。 

 

 

第５節 学校等の安全対策・文化財の保護 

４ 学校等施設・設備の災害予防措置 

 災害による学校等施設・設備の被害を予防し，児童生徒等の安全と

教育活動の実施を確保するため，次の計画について実施する。 

(1) 学校等施設・設備を火災及び台風等の災害から防護するため，建

物の建築に当たっては，鉄筋コンクリート造，鉄骨造等による不燃

堅牢構造化を促進する。 

 ※資料 22－１（公立文教施設の現況及び建築） 

 

第６節 農地・農業の安全対策 

第１ 農地計画 

  農地や農業用施設への災害を未然に防ぐため，老朽化した農業用た

め池の改修や農地等に冠水被害が発生している地域の排水改良等を

目的とした以下の対策を実施する。 

 また，県，市町村及び土地改良区は，大雨による破損等で決壊した

場合に大きな被害をもたらすおそれのある農業用ため池について，

ハザードマップの作成等により適切な情報提供を図るものとする。 

 

 

第２ 農業計画 

３ 資材の確保 

(1) 防除器具の整備 

 県有及び市町村等の病害虫防除器具並びに災害防護器具を整

備し，円滑に使用できるようにする。 

(2) 薬剤等 

 災害の発生が予測される場合は薬剤等が迅速に確保されるよ

(2) 土石流（土砂・流木）に対処するための工事については，特に

土石流が発生するおそれの高い渓流，保全対象となる人家又は

公共的な施設の多い渓流について重点的に土砂・流木捕捉効果

の高い砂防工事を推進する。 

 

第５節 学校等の安全対策・文化財の保護 

４ 学校等施設・設備の災害予防措置 

 災害による学校等施設・設備の被害を予防し，児童生徒等の安全と

教育活動の実施を確保するため，次の計画について実施する。 

(1) 学校等施設・設備を火災及び台風等の災害から防護するため，建

物の建築に当たっては，鉄筋コンクリート造，鉄骨造等による不燃

堅牢構造化を促進する。 

 ※資料 21－１（公立文教施設の現状及び建築） 

 

第６節 農地・農業の安全対策 

第１ 農地計画 

 農地や農業用施設への災害を未然に防ぐため，老朽化した農業用

ため池の改修や農地等に冠水被害が発生している地域の排水改良等

を目的とした以下の対策を実施する。 

 また，県及び市町村は，大雨による破損等で決壊した場合の浸水区

域に家屋や公共施設等が存在し，人的被害を与えるおそれのある農

業用ため池について，緊急連絡体制の整備等を推進するとともに，ハ

ザードマップの作成・周知等により適切な情報提供を図るものとす

る。 

第２ 農業計画 

３ 資材の確保 

(1) 防除器具の整備 

 県有及び市町村等の病害虫防除器具並びに災害防護器具を整

備し，円滑に使用できるようにする。 

(2) 薬剤等 

 災害の発生が予測される場合は薬剤等が迅速に確保されるよ
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

う全農いばらき等を通じて必要量の備蓄を行う。 

(3) 飼 料 

 災害に備え，最低数日間の飼料を備蓄する。 

４ 家畜対策 

(1) 低湿地畜舎は周囲の盛土や排水路の整備を行う。 

(2) 増浸水の場合を想定して避難移動場所の確保を図る。 

(3) 倒壊流失の懸念のある畜舎の補修を行う。 

 

第８節 情報通信設備等の整備 

１ 情報通信設備の整備 

 (1) 県の情報通信設備 

   ３）非常・緊急通話用電話 

２ 防災情報システムの整備 

(1) 防災情報システムの概要 

 県の防災情報システムは，気象情報，被害情報などの画像情報等多

様な情報を一元的に収集管理し，防災センター等に提供するシステ

ムである。 

 なお，災害対策に関する情報の入出力は防災センターの他，市町村

及び消防本部等で行うことができ，被害照会は全ての構成機関で行

うことができる。 

 このシステムにより，必要な情報が正確・迅速に伝達されるように

なり，より迅速・的確な防災対策を講じることが可能である。 

 

 

 

 

 

(2) 防災情報システムの機能 

 防災情報システムの主な機能は次のとおりである。 

１）気象情報システム（予・警報，地震情報等） 

２）被害情報システム（人的・住家・道路・鉄道・ライフライン被

う全農いばらき等を通じて必要量の備蓄を行う。 

（削除） 

（削除） 

 

 

 

 

 

第８節 情報通信設備等の整備 

１ 情報通信設備の整備 

 (1) 県の情報通信設備 

   ３）災害時優先通信 

２ 防災情報ネットワークシステムの整備 

 (1) 防災情報ネットワークシステムの概要 

 県の防災情報ネットワークシステムは，気象情報，被害情報，映像

情報等の多様な情報を一元的に収集管理し，県災害対策本部や市町村

災害対策本部，消防本部，救急医療機関，防災関係機関において，当

該情報を共有することができるシステムである。 

市町村災害対策本部や消防本部等は，被害情報を入力することが

でき，県災害対策本部等全ての構成機関はそれらの情報を閲覧する

ことができる。 

  このシステムにより，気象情報を迅速・的確に市町村，消防本部な

ど関係機関に伝達できるとともに，多様な情報を関係機関で共有でき

るようになり，より迅速・的確で円滑な防災対策を講じることができ

る。 

また，Ｌアラート等と連携し，多様な手段を通じて県民に対して気

象情報等を広く伝達することができる。 

(2) 防災情報ネットワークシステムの機能 

  防災情報ネットワークシステムの主な機能は次のとおりである。 

１）気象情報等（予・警報，地震情報，避難情報，避難所開設情報

等）の迅速な伝達 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

害情報等） 

３）防災地図システム（各被害情報に基づく地図作成） 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 防災情報システムの平常時の活用 

 防災センター及び防災情報システムの整備を踏まえ，防災情報の

データベース化，情報収集・伝達訓練の高度化，防災行政事務の効率

化等を図り，平常時の予防対策等の円滑な推進に資する。 

 

５ 情報提供に係る多様な通信手段の活用 

県及び市町村は，被災者等への情報提供に当たり，放送事業者，通

信社，新聞社等の報道機関及びポータルサイト・サーバ運営業者の協

力を得るものとする。 

また，県民が災害に関する情報を随時入手したいというニーズに

柔軟に応えるため，ホームページ，ツイッター，メール，Ｌアラート

等を活用して，的確な情報を提供できるよう努めるものとする。 

 

 

第１１節 防災知識の普及 

 災害による被害を最小限にとどめるためには，県民の一人ひとりが日

頃から災害に対する認識を深め，災害から自らを守り，お互いに助け合

うという意識と行動が必要である。また，行政による公助，個々人の自

覚に根ざした自助，地域コミュニティ等による共助が連携して減災のた

めの社会をつくる県民運動の展開が必要である。このため，県・市町村，

防災関係機関は，災害発生時に県民一人ひとりが適切な行動をとること

ができるよう，防災教育活動を行うとともに，各地域で実施される防災

２）各機関における被害情報（人的・住家・道路・鉄道・ライフラ

イン被害情報等）等の登録・共有 

３）防災情報ネットワークシステムを活用した携帯電話の通信事

情に左右されない救急車から救急医療機関への無線を含む連絡

網の構築 

４）いばらき消防指令センターが取得した消防・救急情報の県，市

町村等における共有 

５）国や県がそれぞれ整備した河川監視リアルタイム映像情報の

共有 

(3) 防災情報ネットワークシステムの平常時の活用 

  災害時に十分機能を発揮できるよう，防災情報ネットワークシステ 

ムの適正な維持管理を進めるとともに，端末操作研修や端末操作訓

練を通して，各構成機関担当者の習熟度向上を図る。 

 

５ 情報提供に係る多様な通信手段の活用 

県及び市町村は，被災者等への情報提供に当たり，放送事業者，通

信社，新聞社等の報道機関及びポータルサイト・サーバ運営業者の協

力を得るものとする。 

また，県民が災害に関する情報を随時入手したいというニーズに

柔軟に応えるため，ホームページ，Twitter，LINE，Yahoo!防災情報，

メール，Ｌアラート等を活用して，的確な情報を提供できるよう努め

るものとする。 

 

第１１節 防災知識の普及 

 災害による被害を最小限にとどめるためには，県民の一人ひとりが日

頃から災害に対する認識を深め，災害から自らを守り，お互いに助け合

うという意識と行動が必要である。また，行政による公助，個々人の自

覚に根ざした自助，地域コミュニティ等による共助が連携して減災のた

めの社会をつくる県民運動の展開が必要である。このため，県・市町村，

防災関係機関は，「自らの命は自らが守る」という意識の徹底や，地域

の災害リスクととるべき避難行動等についての県民の理解を促進する
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

訓練への参加を促すなど，普及啓発活動を推進するものとする。 

 その際，被災時の男女のニーズの違い等男女双方の視点に十分配慮す

るよう努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 一般県民向けの防災教育 

(1) 普及すべき防災知識の内容 

１）～４） （略） 

５）避難準備・高齢者等避難開始，避難勧告及び避難指示（緊急）の

内容と早期避難の重要性 

 （新規） 

 

６）河川近傍や浸水深の大きい区域である「早期の立退き避難が必要

な区域」からの迅速で確実な立退き避難と浸水深，浸水継続時間等に

応じた水・食料等の備蓄 

７）保険・共済等の生活再建に向けた事前の備え 

８）自主防災組織等の地域での防災活動 

９）要配慮者への支援協力 

10）帰宅困難者対策（地震災害対策計画編に準じる） 

11）飼い主による家庭動物との同行避難や避難所での飼養について

の準備等 

ため，行政主導のソフト対策のみでは限界があることを前提とし，県民

主体の取組を支援・強化することにより，社会全体としての防災意識の

向上を図るものとする。また，災害発生時に県民一人ひとりが適切な行

動をとることができるよう，防災教育活動を行うとともに，各地域で実

施される防災訓練への参加を促すなど，普及啓発活動を推進するものと

する。 

 その際，被災時の男女のニーズの違い等男女双方の視点に十分配慮す

るよう努める。 

 また，県，市町村，防災関係機関は，各地域において，防災リーダー

の育成等，自助・共助の取組が適切かつ継続的に実施されるよう，水害･

土砂災害・防災気象情報に関する専門家の活用を図るほか，防災（防 

災・減災への取組実施機関）と福祉（地域包括支援センター・ケアマネ

ジャー）の連携により，高齢者の避難行動に対する理解の促進を図るも

のとする。 

 

１ 一般県民向けの防災教育 

(1) 普及すべき防災知識の内容 

１）～４） （略） 

５）避難準備・高齢者等避難開始，避難勧告，避難指示（緊急）及び

災害発生情報の内容と５段階の警戒レベル情報の意味 

６）「自らの命は自らが守る」という意識を持ち自らの判断で避難行

動をとること及び早期避難の重要性 

７）河川近傍や浸水深の大きい区域である「早期の立退き避難が必要

な区域」からの迅速で確実な立退き避難と浸水深，浸水継続時間等に

応じた水・食料等の備蓄 

８）保険・共済等の生活再建に向けた事前の備え 

９）自主防災組織等の地域での防災活動 

10）要配慮者への支援協力 

11）帰宅困難者対策（地震災害対策計画編に準じる） 

12）飼い主による家庭動物との同行避難や避難所での飼養について

の準備等 
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防災基本計画（R1)に

基づく修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

12）その他地域の実情に応じて住民の安全確保に必要な情報 

(2)～(4) 略 

（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) その他のメディアの活用 

 

第１３節 防災組織等の活動体制整備 

 ４ ボランティア組織の育成・連携 

(1) 防災ボランティアの定義 

 防災ボランティアは，一般ボランティアと専門ボランティア（医

療・防疫，語学，アマチュア無線）とに区分し，次の表に示す県，

関係団体等がそれぞれ受入れ，紹介等に係る調整を行う。 

 また，災害発生時を想定した一般ボランティアと専門ボランティ

アとの連携のあり方を協議する連絡会を設置し，防災ボランティア

の平常時からの円滑な運営・協力体制の構築に努めるものとする。 

区分 活動内容 
養成・登録

の有無 
担当窓口 受入れ窓口 

一般 

炊き出し，食事の提

供，水汲み，清掃，救

援物資の仕分け・配

布，情報の収集・提供，

介護，手話等 

養成有り 

登録有り 

県 

( 保 健 福

祉部） 

市町村 

県社会福

祉協議会 

市町村社会

福祉協議会 

医療 

・ 

医療活動（医師・看護

師），調剤業務，医薬品

養成無し 

登録無し 

県 

(保健福祉

県医師会 

県歯科医

13）その他地域の実情に応じて住民の安全確保に必要な情報 

(2)～(4) 略 

(5) 住民参加型ワークショップの開催 

 県，市町村，防災関係機関は，主に治水優先度の高い地域や洪水浸

水想定区域内の住民を対象に，各河川の注意すべき箇所を水害危険

度マップにより周知するとともに，マイマップ作成（地域の危険箇所

や安全な避難経路を記した地図を近隣住民同士で作成）やマイ・タイ

ムライン作成（自分が水害時に何をすべきかを時系列に一覧表に整

理），災害・避難カード作成（避難のタイミングや緊急連絡先等を携

帯可能なカードに記入）などの住民参加型ワークショップを開催し，

地域の災害リスクと適切な避難行動の理解促進を図る。 

(6) その他のメディアの活用 

 

第１３節 防災組織等の活動体制整備 

 ４ ボランティア組織の育成・連携 

   地震災害対策計画編第２章第１節第３「防災組織等の活動体制の

整備」に準じる。 
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地震災害対策計画編

から移行するととも

に，県の取組を反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反復表記の整理 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

防疫 の仕分け・管理，消毒

等の防疫指導（薬剤

師），健康管理 

・栄養指導（保健師），

歯科診療（歯科医師，

歯科衛生士） 

部) 師会 

県薬剤師

会 

県看護協会 

語学 外国語通訳・翻訳 

養成有り 

登録有り 

県 

(県民生活

環境部) 

国際交流協

会 

ア マ

チ ュ

ア 無

線 

非常通信 

養成無し 

登録無し 

県 

(防災・危機

管理部) 

県防災・危

機管理課 

 

なお，一般ボランティアについての取り扱いについては，次のとおり

とする。 

(2) 一般ボランティアの担当窓口の設置 

 県及び市町村は，災害発生時におけるボランティア活動を支援

するため，あらかじめ一般ボランティアの「担当窓口」を設置する。 

 県社会福祉協議会及び市町村社会福祉協議会は，災害発生時に

おけるボランティア活動の「受入れ窓口」となることとし，災害発

生時には，その活動が円滑に行われるよう，あらかじめその機能を

整備するものとする。 

(3) 「受入れ窓口」の整備と応援体制の確立 

 県社会福祉協議会及び市町村社会福祉協議会は，「受入れ窓口」

の円滑なボランティア活動を促進するため，体制整備を強化する

とともに，市町村社会福祉協議会間における相互応援協定を締結

し，災害時の体制強化を図るものとする。 

(4) 一般ボランティアの養成・登録 

 県社会福祉協議会は，一般ボランティアの養成・登録にあたり，

次の対策を実施する。 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

１）コーディネートシステムの構築 

 災害時にボランティアの受入れ，調整，紹介が一元化して行え

るようボランティアのコーディネートシステムをあらかじめ調

整し，関係機関等と共同でマニュアルを作成する。その際，コー

ディネーターが行う業務は次の通りとする。 

〔県の拠点施設における業務〕 

① 紹介先，紹介人数，活動内容等の市町村レベルでのボランテ

ィアの調整 

② ①に基づくボランティアの紹介 

③ 県社会福祉協議会に直接登録しているボランティアの調整

及び紹介 

〔市町村の拠点施設における業務〕 

① 紹介先，紹介人数，活動内容等のボランティアの調整 

② ①に基づくボランティアの紹介 

③ ボランティアが不足している場合の県社会福祉協議会への

応援の要請 

２）ボランティアリーダーの養成 

 災害時に，ボランティアが能力を十分に発揮し，組織的なボラ

ンティア活動が行えるよう，ボランティアリーダーの養成・研修

を実施する。 

３）ボランティアコーディネーターの養成 

 災害時に，ボランティア活動の需給調整・行政との連携調整等

を円滑に行うコーディネーターを養成するために，平常時から

市町村社会福祉協議会のボランティアコーディネーター等を対

象に，災害時における対応のノウハウに関する研修を実施する。 

４）一般ボランティアの登録 

 災害時におけるボランティア活動を希望する者の登録を行

い，その登録リストを市町村社会福祉協議会へ通知し，登録情報

の共有化を図る。 

(5) 一般ボランティア団体のネットワーク 

 県社会福祉協議会は，県内のボランティア団体，ボランティア関
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

連団体，企業，大学等とのネットワーク化を進め，災害時における

協力体制を整備する。 

(6) 一般ボランティアの活動環境の整備 

 県（保健福祉部），市町村，県社会福祉協議会，市町村社会福祉

協議会は，ボランティアの自主性を尊重しつつ，次の活動環境の整

備を実施する。 

１）ボランティア活動の普及・啓発 

 災害時におけるボランティアの十分な協力と円滑な活動に

結びつけるため，県民・企業等に対するボランティア活動の普

及・啓発を行うとともに，学校教育においてもボランティア活

動の普及に努めるものとする。 

２）一般ボランティアの活動拠点等の整備 

 災害時におけるボランティア活動が円滑に行えるよう，平

常時から活動拠点の整備に努めるとともに，情報通信手段と

なる非常時用電話，ＦＡＸ，パソコン等通信機器等の資機材の

整備を進める。 

３）ボランティア保険への加入促進 

 県及び市町村は，ボランティア活動を支援するため，ボラン

ティア保険への加入促進を図るとともに，ボランティア保険

の助成に努める。 

 

 ５ 企業防災の促進 

企業は，災害時の企業の果たす役割（生命の安全確保，二次災害

の防止，事業の継続，地域貢献，地域との共生）を十分に認識し，

各企業において災害時に重要業務を継続するための事業継続計画

（BCP）を策定するように努めるとともに，防災体制の整備，防災

訓練の実施，事業所の耐震化・耐浪化や取引先とのサプライチェー

ンの確保等，災害による事業活動への影響に対する効果的な対応

のための備えに関する事業継続マネジメント（BCM）の取組みを通

じて，防災活動の推進に努める。 

このため，国，県及び市町村は，こうした取組みに資する情報提

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 企業防災の促進 

企業は，地震災害対策計画編第２章第１節第３「防災組織等の活

動体制の整備」に準ずるほか，次により風水害対策を実施するもの

とする。 

 (1) 地下街等 

   浸水想定区域内に位置し，市町村地域防災計画に名称及び所在地

を定められた地下街等の所有者又は管理者は，単独で又は共同し

て，防災体制に関する事項，避難誘導に関する事項，浸水の防止の

ための活動に関する事項，避難の確保及び浸水の防止を図るための

施設の整備に関する事項，防災教育・訓練に関する事項，自衛水防
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表記の整理 

 

 

防災基本計画（H30)

に基づく修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

供等を進めるとともに，企業防災分野の進展に伴って増大するこ

とになる事業継続計画（BCP）及び事業継続マネジメント（BCM）策

定等の高度なニーズにも的確に応えられる市場の健全な発展に向

けた条件整備に努める。さらに，企業のトップから一般職員に至る

職員の防災意識の高揚を図るとともに，優良企業表彰，企業の防災

に係る取組みの積極的評価等により企業の防災力向上の促進に努

める。 

特に，食料，飲料水，生活必需品を提供する事業者や医療機関な

ど，災害応急対策等に係る業務に従事する企業等は，県が実施する

協定の締結や防災訓練の実施等の防災対策の実施に協力するよう

努めるものとする。 

また，県及び市町村は，企業を地域コミュニティの一員としてと

らえ，地域の防災訓練等への積極的参加を呼びかけ，防災に関する

アドバイスを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

第１４節 要配慮者支援 

 １ 要配慮者利用施設の安全体制の確保 

(5) 避難確保計画の策定等 

浸水想定区域内又は土砂災害警戒区域内に位置し，市町村地域

防災計画に名称及び所在地を定められた要配慮者利用施設の所有

者又は管理者は，関係機関の協力を得て，洪水時又は土砂災害が発

生するおそれのある場合の避難確保に関する計画を策定し，それ

に基づき，避難誘導等の訓練を実施するものとする。 

県及び市町村は，要配慮者利用施設の避難確保に関する計画や

避難訓練の実施状況等について，定期的に確認するよう努めるも

組織の業務に関する事項等に関する計画（以下「避難確保・浸水防

止計画」という。）を作成するとともに，避難確保・浸水防止計画

に基づき自衛水防組織を設置するものとする。 

また，作成した避難確保・浸水防止計画，自衛水防組織の構成員

等について市町村長に報告するとともに，当該計画を公表するも

のとする。 

なお，避難確保・浸水防止計画を作成しようとする場合において

は，接続ビル等（地下街等と連続する施設であって，当該地下街等

の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保に著しい支障を

及ぼすおそれのある施設）の管理者等の意見を聴くよう努めるも

のとする。 

 (2) 大規模工場等 

浸水想定区域内に位置し，市町村地域防災計画に名称及び所在

地を定められた大規模工場等の所有者又は管理者は，防災体制に

関する事項，浸水の防止のための活動に関する事項，防災教育・訓

練に関する事項，自衛水防組織の業務に関する事項等に関する計

画（以下「浸水防止計画」という。）の作成及び浸水防止計画に基

づく自衛水防組織の設置に努めるものとし，作成した浸水防止計

画，自衛水防組織の構成員等について市町村長に報告するものと

する。 

 

第１４節 要配慮者支援 

 １ 要配慮者利用施設の安全体制の確保 

(5) 避難確保計画の策定等 

浸水想定区域内又は土砂災害警戒区域内に位置し，市町村地域

防災計画に名称及び所在地を定められた要配慮者利用施設の所有

者又は管理者は，関係機関の協力を得て，防災体制に関する事項，

避難誘導に関する事項，避難の確保を図るための施設の整備に関

する事項，防災教育・訓練に関する事項，水防法に基づき設置した

自衛水防組織の業務に関する事項等の計画を作成し，当該計画に

基づき，避難誘導等の訓練を実施するものとする。 
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防災基本計画（H30)

に基づく修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災基本計画（H30)

に基づく修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

のとする。 

 

 

 

 

３ 外国人に対する防災対策の充実 

(1) 外国人の所在の把握 

 市町村は災害時における外国人への安否確認等迅速に行い円滑な

支援ができるように，日常時における外国人登録の推進を図り，外国

人の人数や所在の把握に努める。 

(2) 外国人を含めた防災訓練の実施 

 県，市町村及び県国際交流協会は，平常時から外国人の防災への行

動認識を高めるため，外国人を含めた防災訓練を積極的に実施する。 

(3) 防災知識の普及・啓発 

 県，市町村及び県国際交流協会は，日本語を理解できない外国人の

ために，外国語による防災に関するパンフレットを，外国人との交流

会や外国人雇用事業所等様々な交流機会や受入れ機関などを通じて

配布を行い，防災知識の普及・啓発に努める。 

(4) 災害時マニュアルの携行促進 

 県，市町村及び県国際交流協会は，外国人が被災した場合の確認，

連絡や医療活動等を円滑に行うため，外国人登録の窓口等で氏名や住

所，連絡先，言語，血液型などを記載する災害時マニュアルを配布し，

携行の促進に努める。 

(5) 外国人が安心して生活できる環境の整備 

１）外国人相談体制の充実 

 外国人が日常生活の中で抱える様々な問題について，身近なとこ

ろで気軽に相談し適切なアドバイスを受けられるように，県及び県

国際交流協会は外国人相談窓口の充実を図る。 

２）外国人にやさしいまちづくりの促進 

 市町村は，避難誘導の際に配慮を要する訪日外国人旅行者を含む

外国人への情報伝達体制として，避難場所や避難路等の避難施設の

また，作成した計画及び自衛水防組織の構成員等について市町

村長に報告するものとする。 

県及び市町村は，要配慮者利用施設の避難確保に関する計画や

避難訓練の実施状況等について，定期的に確認するよう努めるも

のとする。 

３ 外国人に対する防災対策の充実 

  地震災害対策計画編第２章第３節第５「要配慮者安全確保のための

備え」に準じる。 
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反復表記の整理 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

案内板について，外国語の併記も含め，その表示とデザインの統一を

図るなど，外国人にもわかりやすいものを設置するように努める。 

 また，県及び市町村は，案内板の表示とデザインの統一化について

検討を進めるものとする。 

３）外国人への行政情報の提供 

 県，市町村及び県国際交流協会は，生活情報や防災情報などの日常

生活に係わる行政情報を外国人に周知するため，広報誌やガイドブ

ック，ラジオ，インターネット通信等，各種の広報媒体を利用して外

国語による情報提供を行う。 

４）外国人と日本人とのネットワークの形成 

 県，市町村及び県国際交流協会は，外国人も日本の地域社会にとけ

こみ，その一員として地域で協力し合いながら生活できるよう，地域

住民との交流会の開催など様々な交流機会の提供を行い，外国人と

日本人とのネットワークの形成に努める。 

５）語学ボランティアの登録・養成 

 県国際交流協会は，災害時に語学ボランティアとしての活動を希

望する者の登録と研修を行い，語学ボランティアが迅速に活動でき

る体制整備に努めるものとする。 

 また，県国際交流協会は，災害発生時における語学ボランティアの

受入・活用を円滑に行うため，「受入れ窓口」としての機能を備えて

おくものとする。 

６）語学ボランティアの支援 

 県及び市町村は，災害発生時に通訳や翻訳などを行うことにより，

外国人との円滑なコミュニケーションの手助けをする語学ボランテ

ィアの活動を支援するため，あらかじめその「担当窓口」を設置する。 

 

第２章災害応急対策 

第１節 組織 

第１ 県 

 １ 災害対策本部 

  (4)配備体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章災害応急対策 

第１節 組織 

第１ 県 

 １ 災害対策本部 

  (4)配備体制 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

体制区分 基   準 配備人員 災害対策本部等

の設置 

（略） （略） （略） （略） 

警戒体制 第２ 事前配備１の体制

をとった場合であ

って相当の被害が

発生し，若しくは

発生が予想される

とき又はその他の

状況により防災・

危機管理部長が必

要と認めたとき。 

 付表事

前配備２

の欄に掲

げるもの 

         

災害情報連絡担

当者会議を開催

するとともに，必

要に応じて災害

警戒本部を設置 

（略） （略） （略） （略） 

付表 

体制区分 基   準 配備人員 災害対策本部等

の設置 

（略） （略） （略） （略） 

警戒体制 第２ 事前配備１の体制

をとった場合であ

って相当の被害が

発生し，若しくは

発生が予想される

とき又はその他の

状況により防災・

危機管理部長が必

要と認めたとき。 

 付表事

前配備２

の欄に掲

げるもの 

防災監会議又は

災害情報連絡担

当者会議を開催

するとともに，必

要に応じて災害

警戒本部を設置 

（略） （略） （略） （略） 

付表 

 

 

 

61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体制の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織改編に伴う配備

体制の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部   局   名 
事 前 配 備 体 制 

事前配備１ 事前配備２ 

部 外   秘書課 １ 

 広報広聴課 １ 広報広聴課 ９ 

総 務 部   総務課 ２ 

   人事課 １ 

   管財課 ３ 

企 画 部   企画課 ３ 

   地域計画課 １ 

   事業推進課 １ 

   つくば地域振興課 １ 

生 活 環 境 部   生活文化課 ４ 

   環境政策課 ４ 

   環境対策課 ４ 

   廃棄物対策課 ３ 

 防災・危機管理課 

消防安全課 

５ 

３ 

防災・危機管理課 

消防安全課 

全員 

全員 

   原子力安全対策課 １ 

保 健 福 祉 部   厚生総務課 

福祉指導課 

２ 

１ 

   医療政策課 ２ 

   保健予防課 １ 

商 工 労 働 観 光 部   産業政策課 ３ 

   産業技術課 １ 

農 林 水 産 部   農業政策課 ３ 

   農業経営課 １ 

   林業課 １ 

 水産振興課 １ 水産振興課（大雪警報のときを除く） ２ 

 （大雪警報のときを除く）  農村計画課 ２ 

土 木 部   監理課 ２ 

 道路建設課 １ 道路建設課 ２ 

 道路維持課 ２ 道路維持課 ４ 

 河川課 ５ 河川課 ９ 

部   局   名 
事 前 配 備 体 制 

事前配備１ 事前配備２ 

総 務 部   総務課 ２ 

   人事課 １ 

   管財課 ３ 

 報道・広聴課 １ 報道・広聴課 ４ 

   秘書課 １ 

政 策 企 画 部   政策調整課 １ 

   地域振興課 １ 

   情報システム課 １ 

   交通政策課 １ 

県 民 生 活 環 境 部   生活文化課 ４ 

   環境政策課 ４ 

   環境対策課 ４ 

   廃棄物対策課 ３ 

防 災 ・ 危 機 管 理 部 防災・危機管理課 

消防安全課 

９ 

５ 

防災・危機管理課 

消防安全課 

全員 

全員 

   原子力安全対策課 １ 

保 健 福 祉 部   厚生総務課 

疾病対策課 

２ 

１ 

   福祉指導課 １ 

   医療政策課 ２ 

営 業 戦 略 部   プロモーション戦略チーム ２ 

   観光物産課 ３ 

産 業 戦 略 部   産業政策課 ３ 

   技術革新課 １ 

   産業基盤課 １ 

   土地販売推進課 １ 

農 林 水 産 部   農業政策課 ３ 

   農業技術課 １ 

   林業課 １ 

 水産振興課 １ 水産振興課（大雪警報のときを除く） ２ 

 （大雪警報のときを除く）  農村計画課 ２ 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 気象情報等計画 

第１ 特別警報・警報・注意報 

１ 特別警報・警報・注意報の種類と発表基準 

水戸地方気象台が茨城県を対象にして行っている特別警報・警

報・注意報の種類とその発表基準は次のとおりである。 

発表にあたっては，災害発生の危険性を的確に伝えるため，過去

の記録的大雨の例を示すなど，伝達方法を工夫するものとする。 

また，特別警報とは大雨や強風などの気象現象によって重大な

災害が起こるおそれが著しく大きい場合に,警報とは重大な災害

が起こる恐れがあるとき,注意報とは災害が起こるおそれがある

とき，県内の市町村ごとに発表するものである。 

 

 

 

 

第３節 気象情報等計画 

第１ 特別警報・警報・注意報 

１ 特別警報・警報・注意報の種類と発表基準 

水戸地方気象台が茨城県を対象にして行っている特別警報・警

報・注意報の種類とその発表基準は，資料３－３及び資料３－４の

とおりである。 

大雨や強風等の気象現象によって，災害が起こるおそれのある

ときには「注意報」が，重大な災害が起こるおそれのあるときには

「警報」が，重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合には

「特別警報」が，現象の危険度と雨量，風速，潮位等の予想値を時

間帯ごとに明示して，市町村ごとに発表される。 

また，土砂災害や低地の浸水，中小河川の増水･氾濫，竜巻等に

よる激しい突風，落雷等については，実際に危険度が高まっている

場所が「危険度分布」等で発表される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類に係る説明の追

加，資料名の追加及

び現況を踏まえた修

正 

 

 

 

 

 

 

（土木・工事事務所（工務所を含む）） 12土木・工事事務所（工務所を含む））各３人  36 12土木・工事事務所（工務所を含む））各４人  48 

（ 港 湾 事 務 所 ） 

（ 下 水 道 事 務 所 ） 

２港湾事務所   各３人 

２下水道事務所各2人 

６ 

４ 

２港湾事務所     各４人 

２下水道事務所    各４人 

４浄化センター    各４人 

潮来浄化センター 

８ 

８ 

16 

２ 

企 業 局   総務課企画経営室 ２ 

病 院 局   経営管理課 ２ 

県 民 セ ン タ ー   ４県民センター   各２人 ８ 

教 育 庁   総務課 ３ 

警 察 本 部 警備部長が別に定める    

 

土 木 部   監理課 ２ 

 道路建設課 １ 道路建設課 ２ 

 道路維持課 ２ 道路維持課 ４ 

 河川課 ５ 河川課 ９ 

 港湾課 ３ 港湾課 ５ 

 都市整備課 ３ 都市整備課 ５ 

 下水道課 ２ 下水道課 ３ 

（土木・工事事務所（工務所を含む）） 12土木・工事事務所（工務所を含む））各３人 36 12土木・工事事務所（工務所を含む））各４人 48 

（ 港 湾 事 務 所 ） 

（ 下 水 道 事 務 所 ） 

２港湾事務所   各３人 

鹿島下水道事務所 

流域下水道事務所 

（浄化センターを除く） 

６ 

２ 

２ 

２港湾事務所     各４人 

鹿島下水道事務所     

流域下水道事務所 

（浄化センターを除く） 

４浄化センター    各４人 

８ 

４ 

４ 

 

16 

企 業 局   総務課企画経営室 ２ 

病 院 局   経営管理課 ２ 

県 民 セ ン タ ー   ４県民センター   各２人 ８ 

教 育 庁   総務課 ３ 

警 察 本 部 警備部長が別に定める    
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

 

 

 

 ２ 特別警報・警報・注意報，その他気象情報の細分区域と運用 

(2) その他 

水戸地方気象台は，特別警報・警報・注意報とは別に気象現象の

推移や防災上の注意を報じるため気象情報を発表する。 

 

イ 記録的短時間大雨情報 

県内で，数年に一度程度しか発生しないような猛烈な短時間

の大雨を観測(地上の雨量計による観測)又は解析(気象レーダ

ーと地上の雨量計を組み合わせた分析)したときに，府県気象情

報の一種として発表する。 

 

 

 

 

ウ 竜巻注意情報 

積乱雲の下で発生する竜巻，ダウンバースト等による激しい

突風に対して注意を呼びかける情報で，雷注意報が発表されて

いる状況下において竜巻等の激しい突風の発生する可能性が高

まった時に，「茨城県北部」・「茨城県南部」で発表する。この情

報の有効期間は，発表から 1 時間である。 

 

 

 

 

 

 

 ３ 特別警報・警報・注意報の伝達 

なお，大雨や洪水等の警報等が発表された場合のテレビやラジ

オによる放送等では，重要な内容を簡潔かつ効果的に伝えられる

よう，これまでどおり市町村等をまとめた地域の名称を用いる場

合がある。 

２ 特別警報・警報・注意報，その他気象情報の細分区域と運用 

(2) その他 

水戸地方気象台（気象庁）は，特別警報・警報・注意報とは別に

気象現象の推移や防災上の注意を報じるため気象情報を発表す

る。 

イ 記録的短時間大雨情報 

県内で，数年に一度程度しか発生しないような猛烈な短時間

の大雨を観測(地上の雨量計による観測)又は解析(気象レーダ

ーと地上の雨量計を組み合わせた分析)したときに，府県気象情

報の一種として発表する。この情報が発表されたときは，土砂災

害や低地の浸水，中小河川の増水・氾濫といった災害発生につな

がるような猛烈な雨が降っている状況であり，実際に災害発生

の危険度が高まっている場所について，警報の「危険度分布」で

確認する必要がある。 

ウ 竜巻注意情報 

積乱雲の下で発生する竜巻，ダウンバースト等による激しい

突風に対して注意を呼びかける情報で，雷注意報が発表されて

いる状況下において竜巻等の激しい突風の発生する可能性が高

まった時に，「茨城県北部」・「茨城県南部」で発表する。 

なお，実際に危険度が高まっている場所については竜巻発生

確度ナウキャストで確認することができる。 

また，竜巻の目撃情報が得られた場合には，目撃情報があった

地域を示し，その周辺で更なる竜巻等の激しい突風が発生する

おそれが非常に高まっている旨を付加した情報で発表される。

この情報の有効期間は，発表から 1 時間である。 

 

 ３ 特別警報・警報・注意報の伝達 

 

 

 

 

 

 

67 

 

 

 

 

 

 

68 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表機関の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

(4) 日本放送協会（ＮＨＫ）関係 

  水戸地方気象台からＮＨＫ水戸放送局に気象専用回線を通じて

通報された警報等は直ちに放送されることになっており，茨城放

送（ＩＢＳ）もこれに準じている。 

放送局名 コール・サイン 周波数 備考 

ＮＨＫ東京第１放送 ＪＯＡＫ 594KHz 300KW 

ＮＨＫ東京テレビジ

ョン放送 

（総合） 

ＪＯＡＫ－ＴＶ 

東京１ＣＨ

（ＶＨＦ） 

日立 52Ｃ

Ｈ（ＵＨＦ） 

十王 51Ｃ

Ｈ（ 〃 ） 

大子 51Ｃ

Ｈ（ 〃 ） 

ＵＨＦサテ

ライト局は

他に32局あ

る 

（ Ｈ

15.12.1 現

在） 

（略）    

ＮＨＫ水戸デジタルテレビ

ジョン放送 

ＪＯＥＰ－ＤＴ

Ｖ 

水戸 20Ｃ

Ｈ（ＵＨＦ） 

日立 20Ｃ

Ｈ（ 〃 ） 

十王 47Ｃ

Ｈ（ 〃 ） 

山方 20Ｃ

Ｈ（ 〃 ） 

常 陸 鹿 島

20ＣＨ 

（ 〃 ） 

300Ｗ 

 ３Ｗ 

 10Ｗ 

 ３Ｗ 

 ３Ｗ 

 

茨城放送水戸放送局 ＪＯＹＦ 1,197KHz ５KW 

茨城放送土浦放送局 ＪＯＹＬ 1,458KHz １KW 

（新規）    

（新規）    

（新規）    

(4) 日本放送協会（ＮＨＫ）関係 

  水戸地方気象台からＮＨＫ水戸放送局に気象専用回線を通じて

通報された警報等は直ちに放送されることになっており，茨城放

送（ＩＢＳ）もこれに準じている。 

放送局名 コール・サイン 周波数 備考 

ＮＨＫ東京第１放送 ＪＯＡＫ 594KHz 300KW 

ＮＨＫ東京デジタル

テレビジョン放送 

（総合） 

 

 

 

 

 

ＪＯＡＫ－ＤＴ

Ｖ 

東京 27Ｃ

Ｈ（ＵＨＦ） 
10KW 

（略）    

ＮＨＫ水戸デジタルテレビ

ジョン放送（総合） 

ＪＯＥＰ－ＤＴ

Ｖ 

水戸 20Ｃ

Ｈ（ＵＨＦ） 

日立 20Ｃ

Ｈ（ 〃 ） 

十王 47Ｃ

Ｈ（ 〃 ） 

 

300Ｗ 

 ３Ｗ 

 10Ｗ 

ＵＨＦサテ

ライト局は 

他に25局あ

る 

（ Ｒ 1.7.1

現在） 

 

 

茨城放送水戸放送局 ＪＯＹＦ 1,197KHz ５KW 

茨城放送土浦放送局 ＪＯＹＬ 1,458KHz １KW 

茨城放送水戸（加波山） ＦＭ 94.6MHz １KW 

茨城放送日立（高鈴山） ＦＭ 88.1MHz 0.1KW 

茨城放送守谷 ＦＭ 88.1MHz 0.02kW 

 

 

 

 

 

 

71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送局名，コール・サ

イン等の更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＭ補完放送周波数

の追加 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

第２ 洪水予報河川の洪水予報 

 １ 国が管理する河川の洪水予報 

   水戸地方気象台は，常陸河川国道事務所・霞ヶ浦河川事務所・下

館河川事務所と共同で下記の河川の洪水予報(氾濫注意情報・氾濫

警戒情報・氾濫危険情報・氾濫発生情報)を発表する。これらの洪

水予報は，担当の河川(国道)事務所が茨城県(河川課)に通報し，土

木事務所を通じて関係市町村に伝達するものとする。水戸地方気象

台は，県防災・危機管理課ほか関係防災機関・報道機関に通報する。

なお，関係市町村への伝達は担当の河川（国道）事務所からも行わ

れる。 

２ 県が管理する河川の洪水予報 

   茨城県土木部河川課と水戸地方気象台が共同で発表する利根川

水系桜川洪水予報（氾濫注意情報・氾濫警戒情報・氾濫危険情報・

氾濫発生情報）は，県土木部河川課が土木事務所を通じて関係市町

村に通報するものとする。水戸地方気象台は，県防災・危機管理課

ほか関係防災機関・報道機関に通報する。 

 

 利根川水系桜川洪水予報の伝達先 

担当官署 伝達先 

茨城県土木部河川課 土浦土木事務所 

霞ヶ浦河川事務所 

茨城県警察本部 

土浦市 

つくば市 

 

 

 

第２ 洪水予報河川の洪水予報 

 １ 国が管理する河川の洪水予報 

   水戸地方気象台は，常陸河川国道事務所・霞ヶ浦河川事務所・下

館河川事務所と共同で下記の河川の洪水予報(氾濫注意情報・氾濫

警戒情報・氾濫危険情報・氾濫発生情報)を発表する（警戒レベル

２～５に相当する）。これらの洪水予報は，担当の河川(国道)事務

所が茨城県(河川課)に通報し，土木事務所を通じて関係市町村に伝

達するものとする。水戸地方気象台は，県防災・危機管理課ほか関

係防災機関・報道機関に通報する。なお，関係市町村への伝達は担

当の河川（国道）事務所からも行われる。 

２ 県が管理する河川の洪水予報 

   茨城県土木部河川課と水戸地方気象台が共同で発表する利根川

水系桜川洪水予報（氾濫注意情報・氾濫警戒情報・氾濫危険情報・

氾濫発生情報）は，県土木部河川課が土木事務所を通じて関係市町

村に通報するものとする（警戒レベル２～５に相当する）。水戸地

方気象台は，県防災・危機管理課ほか関係防災機関・報道機関に通

報する。 

 利根川水系桜川洪水予報の伝達先 

担当官署 伝達先 

茨城県土木部河川課 土浦土木事務所 

霞ヶ浦河川事務所 

茨城県警察本部 

土浦市 

つくば市 

阿見町 

 

 

 

 

 

 

 

72 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警戒レベルについて

追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

警戒レベルについて

追記（水戸地方気象

台） 

 

 

 

 

 

 

 

時点更新 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

第４ 土砂災害警戒情報 

 土砂災害による被害の防止・軽減のため，大雨警報発表中において，

大雨による土砂災害が発生するおそれが高まった時に，茨城県と水戸地

方気象台が共同で土砂災害警戒情報を発表する。 

 

 

第４ 土砂災害警戒情報 

 大雨警報（土砂災害）発表中に，大雨による土砂災害発生の危険度

が更に高まった時に，市町村長の避難勧告や住民の自主避難の判断を

支援するため，対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報

で，茨城県と水戸地方気象台が共同で土砂災害警戒情報を発表する。

 

 

 

75 

 

 

 

 

 

 

 

75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76 

 

 

 

 

所掌事務の変更に伴

う記載変更 

 

 

 

 

 

 

 

時点更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記の修正及び警戒

レベルについて追記 

 

 
伝  達  系  統  図 （例：那珂川，久慈川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡  例 
 
  気象庁通信系 
  専用線 
  公衆網 
  専用電話 
  加入電話線 
  テレビ・ラジオ等 

関東地方整備局 
 河川管理課 
  マイクロ 83-3776 
  FAX 83-3799 
  NTT 048-600-1338 
  NFAX 048-600-1381 

常陸河川国道事務所 
 調査第一課 
  マイクロ 723-351～358 
  FAX 723-359 
  NTT 029-240-4069 
  NFAX 029-240-4086 

茨城県 
 河川課 
  マイクロ 83-765-6708 
  FAX 83-765-6356 
  NTT 029-301～1367 
  NFAX 029-301-6356 

久慈川上流出張所(久慈川) 
NTT 0295-52-0621 
NFAX 0295-52-0661 

気象庁予報部 
 NTT 03-3212-8341 
 NFAX 03-3211-4923 

(一財)河川情 
報 セ ン タ ー 

久慈川下流出張所(久慈川) 
NTT 0294-72-4042 
NFAX 0294-72-1646 

那珂出張所(那珂川) 
NTT 029-289-4671 
NFAX 029-289-4672 

水戸出張所(那珂川) 
NTT 029-221-2794 
NFAX 029-221-2859 

水戸地方気象台 
 
 NTT 029-224-1105 
 NFAX 029-233-1681 

ＮＴＴ東日本 
又はＮＴＴ西日本 

(警報のみ) 
NTT (東) 022-263-0791 
NFAX(東) 022-263-0782 
NTT (西) 06-4860-2015 
NFAX(西) 06-4860-2040 

茨城県防災・危機管理課 
 NTT 029-301-2885 
 NFAX 029-301-2898 

茨城県警察本部警備課 
 NTT 029-301-0110 

ＮＨＫ水戸放送局 
 NTT 029-232-9830 
 NFAX 029-226-7300 

茨城放送 
 NTT 029-244-3991 
 NFAX 029-243-8919 

住   民 

市町村（水防管理団体） 

土木・工事事務所 

共
同
発
表 

 
伝  達  系  統  図 （例：那珂川，久慈川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡  例 
 
  気象庁通信系 
  専用線 
  公衆網 
  専用電話 
  加入電話線 
  テレビ・ラジオ等 

関東地方整備局 
 水災害予報センター 
  マイクロ 83-3866 
  FAX 83-3799 
  NTT 048-600-1947 
  NFAX 048-600-1381 

常陸河川国道事務所 
 調査第一課 
  マイクロ 723-351～358 
  FAX 723-359 
  NTT 029-240-4069 
  NFAX 029-240-4086 

茨城県 
 河川課 
  マイクロ 83-765-4490 
  FAX 83-765-4499 
  NTT 029-301～1367 
  NFAX 029-301-4499 

久慈川上流出張所(久慈川) 
NTT 0295-52-0621 
NFAX 0295-52-0661 

気象庁予報部 
 NTT 03-3212-8341 
 NFAX 03-3211-4923 

(一財)河川情 
報 セ ン タ ー 

久慈川下流出張所(久慈川) 
NTT 0294-72-4042 
NFAX 0294-72-1646 

那珂出張所(那珂川) 
NTT 029-289-4671 
NFAX 029-289-4672 

水戸出張所(那珂川) 
NTT 029-221-2794 
NFAX 029-221-2859 

水戸地方気象台 
 
 NTT 029-224-1105 
 NFAX 029-233-1681 

ＮＴＴ東日本 
又はＮＴＴ西日本 

(警報のみ) 
NTT (東) 022-263-0791 
NFAX(東) 022-263-0782 
NTT (西) 06-4860-2015 
NFAX(西) 06-4860-2040 

茨城県防災・危機管理課 
 NTT 029-301-2885 
 NFAX 029-301-2898 

茨城県警察本部警備課 
 NTT 029-301-0110 

ＮＨＫ水戸放送局 
 NTT 029-232-9830 
 NFAX 029-226-7300 

茨城放送 
 NTT 029-244-3991 
 NFAX 029-243-8919 

住   民 

市町村（水防管理団体） 

土木・工事事務所 

共
同
発
表 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 （発表対象地域や伝達等については，第１章 第２節 土砂災害防止

計画，第５ 土砂災害警戒情報の発表を参照。） 

 

 

 

 

第５節 通信 

 県，市町村及び災害関係機関は，災害に関する予報・警報及び情報そ

の他災害応急対策の実施に係る通信を確保するため相互に協力するも

のとする。 

 なお，災害時における各防災関係機関の通信は，通常使用している通

信手段によるほか，公衆電気通信設備の利用又は他機関の有線・無線通

信設備の使用（災対法第 57 条・79 条），非常通信，防災相互通信用無

線電話，放送，使送及び自衛隊の通信支援により行う。 

 １ 公衆電気通信設備の利用 

  災害時において加入電話が輻輳し，電話がかかりにくい場合で応急

対策等のため必要があるときは電気通信事業法第８条の規定による

非常・緊急通話又は電報等を利用する。 

 (1) 非常・緊急通話用電話の指定 

    (略) 

 (2) 非常・緊急通話の利用 

    (略) 

 

 ３ 公衆電気通信設備が使用できない場合 

 (2) 非常通信の利用 

  知事，市町村長及び防災関係機関は，災害が発生し，又は発生する

おそれがある場合において，有線通信が利用できないか，又はこれを

利用することが著しく困難であるときに，災害応急対策等のため必要

と認めるときは，電波法第 52 条第４項の規定による非常通信を利用

するものとする。なお，非常通信は，無線局の免許人が自ら発受する

ほか，防災関係機関からの依頼に応じて発受する。また，無線局の免

なお，これを補足する情報である大雨警報（土砂災害）の危険度分布

（土砂災害警戒判定メッシュ情報）で，実際に危険度が高まっている

場所を確認することができる（警戒レベル４に相当する）。 

 （発表対象地域や伝達等については，第１章 第２節 土砂災害防止

計画，第５ 土砂災害警戒情報の発表を参照。） 

 

第５節 通信 

 県，市町村及び災害関係機関は，災害に関する予報・警報及び情報そ

の他災害応急対策の実施に係る通信を確保するため相互に協力するも

のとする。 

 なお，災害時における各防災関係機関の通信は，通常使用している通

信手段によるほか，災害時優先通信等の利用又は他機関の有線・無線通

信設備の使用（災対法第 57 条・79 条），非常通信，防災相互通信用無

線電話，放送，使送及び自衛隊の通信支援により行う。 

 １ 災害時優先通信等の利用 

災害の救援、復旧や公共の秩序を維持するため，電気通信事業法に

基づき，防災関係等各種機関等に対し，提供しているサービスであ

る。 

 (1) 災害時優先電話の指定 

    (略) 

 (2) 災害時優先電話の利用 

    (略) 

 

 ３ 公衆電気通信設備が使用できない場合 

 (2) 非常通信の利用 

  知事，市町村長及び防災関係機関は，災害が発生し，又は発生する

おそれがある場合において，有線通信が利用できないか，又はこれを

利用することが著しく困難であるときに，災害応急対策等のため必要

と認めるときは，電波法第 52 条第４項の規定による非常通信を利用

するものとする。 

なお，非常通信は，無線局の免許人が自ら発受するほか，防災関係

機関からの依頼に応じて発受する。また，無線局の免許人は，防災関
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表記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

許人は，防災関係機関以外の者から人命の救助に関するもの及び急迫

の危険又は緊急措置に関する通報の依頼を受けた場合は，非常通信を

実施すべきか否かを判断のうえ行う。 

 

  ア 通信の内容 

(ｼ) 救助法第 24 条及び災対法第 71 条第１項の規定に基づき，

都道府県知事から医療，土木，建築工事又は輸送関係者に対し

て発する従事命令に関するもの 

  イ 取扱い無線局 

    （略） 

     なお，県内で非常通信を取扱う無線局を有する主な機関は，

次のとおりである。 

機関 連絡担当課等 現在地及び電話番号 郵便番号 

（略）    

茨城県無線漁業 

共同組合 参与 

水戸市三の丸１－

５－６ 

   029(225)1036 

〃 

（略）    

 

機関 連絡担当課等 現在地及び電話番号 郵便番号 

（略）    

株式会社茨城放

送 

編成局 水戸市千波町 2084 

029(244)2121 

 

310-0851 

（略）    

日本原子力研究

開発機構原子力

科学研究所 

危機管理課 那珂郡東海村白方白

根 2-4 

029(282)5111 

319-1195 

（略）    

日本原子力研究

開発機構大洗研

総務課 東茨城郡大洗町成田

町 4002 

311-1313 

係機関以外の者から人命の救助に関するもの及び急迫の危険又は緊

急措置に関する通報の依頼を受けた場合は，非常通信を実施すべき

か否かを判断の上行う。 

  ア 通信の内容 

(ｼ) 救助法第７条及び災対法第 71 条第１項の規定に基づき，都

道府県知事から医療，土木，建築工事又は輸送関係者に対して

発する従事命令に関するもの 

  イ 取扱い無線局 

    （略） 

 

     なお，県内で非常通信を取扱う無線局を有する主な機関は，

次のとおりである。 

機関 連絡担当課等 現在地及び電話番号 郵便番号 

（略）    

茨城県無線漁業 

協同組合 参事 

水戸市三の丸１－

１－３３ 

   029(231)6592 

〃 

（略）    

 

機関 連絡担当課等 現在地及び電話番号 郵便番号 

（略）    

株式会社茨城放

送 

編成局報道防

災センター 

水戸市千波町 2084-

2 

029(244)3991 

310-8505 

（略）    

日本原子力研究

開発機構原子力

科学研究所 

危機管理課 那珂郡東海村大字白

方 2-4 

029(282)5100 

319-1195 

（略）    

日本原子力研究

開発機構大洗研

総務課 東茨城郡大洗町成田

町 4002 

311-1313 

 

 

89 

 

89 

 

 

 

 

 

 

 

 

90 

 

 

 

 

 

 

90 

 

 

 

90 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記の修正 

 

条文の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記の修正 

 

 

 

 

 

 

組織改編等 

 

 

 

組織改編等 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

究開発センター 029(267)4141 

（略）    

  ウ 頼信の手続 

(ｳ) 本文中の濁点，半濁点は字数に数えない。したがって次のます

をあけない。 

(ｵ) 用紙の余白の冒頭に「非常」と朱書し，また末尾に発信人の

住所，氏名（職名）及び電話番号を記入する。 

(4) 放送の利用 

   ア 放送の要請 

知事及び市町村長は，緊急を要する場合で，他の有線電気通信

設備又は無線設備による通信ができない場合，又は，著しく困難

な場合においては，あらかじめ協議して定めた手続により，災害

に関する通知，要請，伝達，予・警報等の放送をＮＨＫ水戸放送

局及び(株)茨城放送に要請する。 

  ※ 資料２－20，２－21「災害時における放送要請に関する

協定」 

  ※ 資料２－22「放送要請の手続き」 

 なお，市町村長の放送要請は知事を通じて行うものとする 

(5) 防災相互通信用無線電話の利用 

  (6) 使送による通信連絡の確保 

  (7) 自衛隊の通信支援 

  (8) アマチュア無線ボランティアの活用 

 

第６節 広報 

第１ 広報活動 

 ２ 広報手段 

  広報活動実施系統図中：協力要請 

  広報活動実施系統図中：放送要請 

 

 

 

究所 029(267)4141 

（略）    

  ウ 頼信の手続 

(ｳ) 本文中の濁点，半濁点は字数に数えない。したがって，次の空

白をあけない。 

(ｵ) 用紙の余白の冒頭に「非常」と朱書し，また，末尾に発信人

の住所，氏名（職名）及び電話番号を記入する。 

(3) 放送の利用 

    ア 放送の要請 

知事及び市町村長は，緊急を要する場合で，他の有線電気通信

設備又は無線設備による通信ができない場合，又は，著しく困難

な場合においては，あらかじめ協議して定めた手続により，災害

に関する通知，要請，伝達，予・警報等の放送をＮＨＫ水戸放送

局及び(株)茨城放送に要請する。 

  ※ 資料２－21，２－22「災害時における放送要請に関する

協定」 

  ※ 資料２－23「放送要請の手続き」 

 なお，市町村長の放送要請は知事を通じて行うものとする 

  (4) 防災相互通信用無線電話の利用 

  (5) 使送による通信連絡の確保 

  (6) 自衛隊の通信支援 

  (7) アマチュア無線ボランティアの活用 

 

第６節 広報 

第１ 広報活動 

 ２ 広報手段 

  広報活動実施系統図中：資料提供・調整 

  広報活動実施系統図中：（削除） 
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95 

 

 

 

 

 

 

 

表記の修正 

 

 

 

号番の修正 

 

 

 

 

 

 

資料番号の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協定締結内容に基づ

き修正 

ＮＨＫ水戸，茨城放

送等と隣のその他報

道機関を内容が重複
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 報道機関への依頼 

    県はあらかじめ定めた協定に基づき，報道機関（ＮＨＫ水戸放 

送局，茨城放送）に対して上記の内容を広報するよう依頼する。

この際，テレビ放送については字幕をつけるよう併せて依頼す

る。 

 また，市町村，防災関係機関より，報道機関を通じた広報に関

する要請を受けたときは，県はその旨を報道機関に対して依頼

し，市町村，防災関係機関の行う応急対策活動を支援する。 

 

(2) 独自の手段による広報 

 県，市町村，防災関係機関は，その保有する人員，資機材を活用

して住民に対して効果的な広報活動を行う。 

 その手段としては，次のようなものがある。 

① Ｌアラート 

② 防災行政無線（同報系） 

③ インターネットメール，ツイッター等 

（新規） 

④ インターネットのホームページ 

（新規） 

⑤ 有線放送 

⑥ 防災ヘリコプターによる呼びかけ 

⑦ 広報車による呼びかけ 

⑧ ハンドマイク等による呼びかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (1) 報道機関への依頼 

    県（防災・危機管理課長）はあらかじめ定めた協定に基づき， 

報道機関（ＮＨＫ水戸放送局，茨城放送）に対して上記の内容を

広報するよう依頼する。この際，テレビ放送については字幕をつ

けるよう併せて依頼する。 

 また，市町村，防災関係機関より，報道機関を通じた広報に関

する要請を受けたときは，県（防災・危機管理課長）はその旨を

報道機関に対して依頼し，市町村，防災関係機関の行う応急対策

活動を支援する。 

(2) 独自の手段による広報 

 県，市町村，防災関係機関は，その保有する人員，資機材を活用

して住民に対して効果的な広報活動を行う。その手段としては，次

のようなものがある。 

① Ｌアラート 

② 防災行政無線（同報系） 

③ インターネットメール， 

④ 携帯端末の緊急速報メール 

⑤ ホームページ 

⑥ Twitter，LINE，Yahoo!防災速報アプリ等の民間アプリ 

⑦ 有線放送 

⑧ 防災ヘリコプターによる呼びかけ 

⑨ 広報車による呼びかけ 

⑩ ハンドマイク等による呼びかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

96 

 

 

 

 

 

 

 

しているため統合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記の修正，平成 30

年 7 月豪雨における

課題を踏まえた修正 

 

 

 

 

 

その他 
報道機関 

ＮＨＫ水戸 
茨城放送等 

テレビ 
ラジオ 
新聞 

テレビ 
ラジオ 

報道機関 
（ＮＨＫ水戸，茨城放送，新聞社等） 

テレビ 
ラジオ 
新聞 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

⑨ ビラの配布 

⑩ 立看板，掲示板 

 

第７節 消防活動 

８ 救急医療施設の整備 

(1) 初期救急医療体制の整備 

 休日，夜間における救急医療の確保を図るため，地域の実情に応

じて休日夜間急患センター及び住宅当番医制の実施を促進し，さ

らに救急医療告示医療機関及び救急医療協力医療機関の増設を促

進する。 

※ 資料 11－３（広域災害・救急医療情報システム参加医療機関） 

(2) 第二次救急医療体制の整備 

ア 初期救急医療機関よりスクリーニングされた治療又は入院を

必要とする救急患者の第二次救急医療の確保を図るため，広域

市町村圏ごとに主として救急告示施設の中から中心的病院を二

次病院として指定し，第二次救急医療体制の確立を図る。 

イ 休日及び夜間の第二次救急医療体制の強化を図るため，広域

市町村圏単位に病院群輪番制の実施を促進する。 

(3) 第三次救急医療体制の運営促進 

ア 重篤な救急患者の救急医療を主眼とする水戸医療センター救

命救急センターがその機能を十分に発揮して運営できるよう，

下記のことについて協力を行う。 

(ｱ) 救急医療情報コントロールセンターに指導医師を配置し重

篤救急患者のスクリーニングを行う。 

(ｲ) 初期，第二次医療機関及び患者搬送機関と救命救急センタ

ーとの連携を強める。 

イ 主として鹿行，県南及び県西地区の重篤救急患者に対応する

ため，筑波メディカルセンター病院救命救急センター及び土浦

協同病院救命救急センターの円滑な運営促進を図る。 

(4) 救急医療情報コントロールセンターの運営 

 救急患者に対する救急医療を迅速適切に処理するため，上記の

⑪ ビラの配布 

⑫ 立看板，掲示板 

 

第７節 消防活動 

８ 救急医療施設の整備 

(1) 初期救急医療体制の整備 

 市町村単位で外来診療により救急医療を行う機関として，診療

時間の延長や診療科目の充実，在宅当番医制に参加する医療機関

の拡充を図るとともに，近隣市町村との共同運用等，地域の実情に

応じた体制整備に努める。 

（削除） 

(2) 第二次救急医療体制の整備 

入院治療を必要とする重症救急患者に対する休日・夜間の救急

医療に対応するため，病院群輪番制病院の参加医療機関の確保や

充実に努める。 

 

 

 

(3) 第三次救急医療体制の運営促進 

第二次救急医療では対応困難な重篤な救急患者に対応するた

め，初期救急医療機関や第二次救急医療機関，搬送機関との連携に

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

  （削除） 

 

 

 

 

 

 

100 

 

 

 

 

100 

 

 

 

 

 

 

 

 

100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第七次保健医療計画

が平成 30 年 3月に

改訂されたことに伴

う記載の変更 

 

全病院参加のため削

除 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

各救急医療施設と救急搬送機関とを連結し，情報の収集と提供を

行う本事業の円滑な運営を図る。 

 

第８節 水防 

 ３ 県の水防組織 

  水防本部組織中：公園街路課長 

  水防本部組織中：企画員 

  水防本部組織中：ダム系（河川課員） 

 ※ 資料 20－４（水防時における連絡系統図） 

   資料 20－５（重要水防区域評定基準） 

   資料 20－６（重要水防区域一覧表）    

   資料 20－７（各河川の水位観測所一覧） 

   資料 20－８（各河川の水位標の位置，通報水位，警戒水位） 

 

 

第１１節 避難 

２ 実施機関 

 (1) 避難勧告，避難指示（緊急），避難準備・高齢者等避難開始 

   （略） 

なお，指定行政機関，指定地方行政機関及び県は，市町村から求

めがあった場合，必要に応じて防災関係機関と協議の上，避難指示

（緊急）又は避難勧告の対象地域，対象者，判断時期等について，

その所掌事務に関し，技術的に可能な範囲で助言するものとする。 

また，国〔国土交通省〕及び県は，市町村長による洪水時におけ

る避難勧告等の発令に資するよう，市町村長へ河川の状況や今後

の見通し等を直接伝えるよう努めるものとする。 

ア 市町村長（災対法第 60 条） 

   （略） 

また，市町村長は，あらかじめ，災害事象の特性，収集できる情

報を踏まえ，避難すべき区域や判断基準，伝達方法を明確にしたマ

ニュアルを作成するなどし，発災時に避難準備・高齢者等避難開始

 

 

 

第８節 水防 

 ３ 県の水防組織 

  水防本部組織中：（削除） 

  水防本部組織中：監理課総務担当係長 

  水防本部組織中：（削除） 

 ※ 資料 19－４（水防時における連絡系統図） 

   資料 19－５（重要水防箇所評定基準） 

   資料 19－６（重要水防箇所一覧表）    

   資料 19－７（各河川の水位観測所位置図） 

   資料 19－８（各河川の量水標の位置，通報水位，警戒水位，危険

水位） 

 

第１１節 避難 

２ 実施機関 

 (1) 災害発生情報，避難指示（緊急），避難勧告，避難準備・高齢者

等避難開始 

   （略） 

なお，指定行政機関，指定地方行政機関及び県は，市町村から求

めがあった場合，必要に応じて防災関係機関と協議の上，避難勧告

等の対象地域，対象者，判断時期等について，その所掌事務に関し，

技術的に可能な範囲で助言するものとする。 

また，国〔国土交通省〕及び県は，市町村長による洪水時におけ

る避難勧告等の発令に資するよう，市町村長へ河川の状況や今後

の見通し等を直接伝えるよう努めるものとする。 

ア 市町村長（災対法第 56 条，第 60 条） 

（略） 

市町村長は，災害事象の特性，収集できる情報を踏まえ，避難す

べき区域や具体的な数値に基づいた発令基準，伝達方法等を明確

 

 

 

 

 

103 

 

 

103 

 

 

 

 

 

 

 

 

112 

 

 

113 

 

 

 

 

 

 

113 

 

 

113 

 

 

 

 

 

組織改編に伴う修正 

 

 

資料編の番号・表題

修正 

 

 

 

 

 

 

 

防災基本計画（R1)の

修正 

 

表記の修正 

 

 

 

 

 

 

表記の修正 

 

 

県避難勧告等の発令
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

を適切に出すよう努める。 

なお，避難勧告等の発令の際には，避難場所を開設していること

が望ましいが，避難のためのリードタイムが少ない局地的かつ短

時間の豪雨の場合は，躊躇なく避難勧告等を発令するものとする。

また，そのような事態が生じ得ることを住民にも周知するものと

する。 

 

 

 ３ 避難勧告，避難指示（緊急），避難準備・高齢者等避難開始の 

内容 

   避難勧告・避難指示（緊急）をする場合及び避難準備・高齢者等

避難開始を出す場合は，次の内容を明示して実施するものとする。 

 

４ 避難措置の周知 

 避難勧告又は避難指示（緊急）を実施した者及び避難準備・高齢

者等避難開始を出した者は，当該地域の住民に対してその内容を

周知させるとともに，速やかに関係各機関に対して連絡するもの

とする。 

(1) 住民への周知徹底 

 避難の措置を行うに当たっては，当該実施者はその内容を直接

の広報，又は報道関係機関等を通じて住民に周知徹底を図るもの

とする。 

  また，市町村は，危険の切迫性に応じて避難勧告等の伝達文の内

容を工夫すること，その対象者を明確にすること，対象者ごとにと

るべき避難行動がわかるように伝達することなどにより，住民の

積極的な避難行動の喚起に努めるものとする。 

  なお，避難時の周囲の状況等により，屋内で留まっていたほう

が安全な場合等やむを得ないときは，「屋内安全確保」を行うべき

ことにも留意するものとする。 

  また，避難勧告及び避難指示（緊急）を夜間に発令する可能性が

ある場合には，避難行動をとりやすい時間帯における避難準備・高

にしてあるマニュアルに基づき，発災時に避難勧告等を適切に発

令するよう努める。 

なお，避難勧告等の発令の際には，避難場所を開放していること

が望ましいが，避難のためのリードタイムが少ない局地的かつ短

時間の豪雨の場合は，躊躇なく避難勧告等を発令するものとする。

また，そのような事態が生じ得ることを住民にも周知するものと

する。 

 

 ３ 災害発生情報，避難指示（緊急），避難勧告，避難準備・高齢者

等避難開始の内容 

   避難勧告等を発令する場合は，次の内容を明示して実施するもの

とする。 

 

４ 避難措置の周知 

 避難勧告等を発令した場合は，当該地域の住民に対してその内

容を周知させるとともに，速やかに関係各機関に対して連絡する

ものとする。 

(1) 住民への周知徹底 

 避難の措置を行うに当たっては，当該実施者はその内容を直接

の広報，又は報道関係機関等を通じて住民に周知徹底を図るもの

とする。 

  また，市町村は，危険の切迫性に応じて避難勧告等の伝達文の内

容を工夫すること，その対象者を明確にすること，避難勧告等に対

応する警戒レベルを明確にして対象者ごとに警戒レベルに対応し

たとるべき避難行動がわかるように伝達することなどにより，住

民の積極的な避難行動の喚起に努めるものとする。避難のための

準備及び避難には多くの時間を要することから，５段階の警戒レ

ベルに応じた住民がとるべき行動については，常に一段階上の警

戒レベルに備えるよう住民に周知しておくものとする。 

 また，住民の安全な避難を可能とするため，夜間から翌朝までに

強い降雨等が予想される場合や河川上流の水位の急激な上昇が予

 

 

 

 

 

 

 

 

113 

 

 

 

 

 

113 

 

 

 

 

 

 

 

114 

 

 

 

 

 

 

 

 

に係る基本的考え方 

 

防災基本計画(H30)

に基づく表記の修正 

 

 

 

 

防災基本計画（R1)の

修正 

 

 

 

 

防災基本計画（R1)の

修正 

 

 

 

 

 

 

県避難勧告等の発令

に係る基本的考え方 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

齢者等避難開始の発令に努めるものとする。 

  (略) 

 

 

 

 

 

(2) 関係機関相互の連絡 

 県，県警察本部，市町村，自衛隊及び海上保安部は，避難の措置

を行ったときは，その内容を相互に連絡するものとする。 

 なお，市町村長は避難勧告，又は避難指示（緊急）をしたとき及

び避難準備・高齢者等避難開始を出したときは，速やかに知事に報

告しなければならない。 

 

７ 災害救助法による避難所の設置 

救助法を適用した場合の避難所の設置は，同法及び同法施行細則等に

よるがその概要は次のとおりである。 

(1) 対象者 

ア 住家が被害を受け，居住の場所を失った者 

イ 現に災害に遭遇（旅館の宿泊人，通行人等）した者 

ウ 災害によって，現に被害を受けるおそれのある者 

(2) 実施方法 

避難所は，学校，公民館，神社，寺院，公園・緑地，旅館，工場等

の既存の建物を利用することとし，これらの中から「市町村地域防災

計画」に定めた場所に受入れ保護するものとする。 

なお，既存の建物がない場合又は既存の建物だけでは受入れでき

ないときは，仮設物を設置し受入れ保護する。 

(3) 費用の範囲及び限度額 

ア 費用の範囲 

(ｱ) 賃金職員等雇上費 

(ｲ) 消耗器材費 

想される場合，線状降水帯など異常な降水が予想される場合には，

避難勧告等を早期に発令し，避難準備時間及び避難時間を確保す

るよう努めるものとする。 

 なお，避難時の周囲の状況等により，屋内で留まっていたほう

が安全な場合等やむを得ないときは，「屋内安全確保」を行うべき

ことにも留意するものとする。 

  (略) 

(2) 関係機関相互の連絡 

 県，県警察本部，市町村，自衛隊及び海上保安部は，避難の措置

を行ったときは，その内容を相互に連絡するものとする。 

 なお，市町村長は避難勧告等を発令したときは，速やかに知事に

報告しなければならない。 

 

 

７ 災害救助法による避難所の設置 

地震災害対策計画編第３章第５節第２「避難生活の確保，健康管

理」に準じて実施するものとする。 
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反復表記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

(ｳ) 建物，器物等使用謝金 

(ｴ) 燃料費 

(ｵ) 仮設便所及び炊事場の設置費等 

(ｶ) 衛生管理費 

イ 限度額 

(ｱ) 基本額 

避難所設置費 １人１日当たり 300 円以内 

(ｲ) 加算額 

冬期（10 月～３月）についてはその都度定め額 

(4) 開設期間 

避難所の開設期間は，災害発生の日から７日以内とする。 

※資料 16－１（「茨城県災害救助法施行細則に定める救助の程度，

方法及び期間」早見表） 

 

第１３節 衣料・生活必需品等供給 

４ 生活必需品の給（貸）与 

(3) 品 目 

① 寝   具（毛布等） 

② 日用品雑貨（石鹸，タオル，歯ブラシ，歯磨き粉，トイレット

ペーパー，ゴミ袋，軍手，バケツ，洗剤，洗濯ロ

ープ，洗濯バサミ，蚊取り線香，携帯ラジオ，老

眼鏡，雨具，ポリタンク，生理用品，ティッシュ

ペーパー，ウェットティッシュ，紙おむつ等） 

③ 衣 料 品（作業着，下着（上下），靴下，運動靴等） 

④ 炊 事 用 具     （鍋，釜，やかん，包丁，缶切等） 

⑤ 食   器（箸，スプーン，皿，茶碗，紙コップ，ほ乳ビン等） 

⑥ 光 熱 材 料     （ローソク，マッチ，懐中電灯，乾電池，ＬＰガス

容器一式，コンロ等付属器具，卓上ガスコンロ等） 

⑦ そ の 他（ビニールシート等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１３節 衣料・生活必需品等供給 

４ 生活必需品の給（貸）与 

(3) 品 目 

① 寝   具（毛布等，段ボール製ベッド・シート・間仕切り） 

② 日用品雑貨（石鹸，タオル，歯ブラシ，歯磨き粉，マウスウォ

ッシュ，トイレットペーパー，ゴミ袋，軍手，バケ

ツ，洗剤，洗濯ロープ，洗濯バサミ，蚊取り線香，

携帯ラジオ，老眼鏡，雨具，ポリタンク，生理用品，

ティッシュペーパー，ウェットティッシュ，乳児・

小児用おむつ，大人用おむつ，おしりふき，使い捨

てカイロ，マスク，ガムテープ等） 

③ 衣 料 品（作業着，下着（上下），靴下，運動靴，雨具等） 

④ 炊 事 用 具     （鍋，釜，やかん，ケトル，包丁，缶切等） 

⑤ 食   器（箸，スプーン，皿，茶碗，紙コップ，ほ乳ビン等） 

⑥ 光 熱 材 料     （発電機，ローソク，マッチ，懐中電灯，乾電池，

ＬＰガス容器一式，コンロ等付属器具，卓上ガス

コンロ等） 
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地震被害想定の見直

し，平成 30 年 7月豪

雨における課題を踏

まえた修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

 

第１５節 要配慮者安全確保対策 

６ 外国人に対する安全確保対策 

(1) 外国人の避難誘導 

 県及び市町村は，語学ボランティアの協力を得て，広報車や防災

無線などを活用して，外国語による広報を実施し，外国人の安全か

つ速やかな避難誘導を行う。 

(2) 安否確認，救助活動 

 市町村は，警察，近隣住宅（自主防災組織），語学ボランティア

等の協力を得て，外国人登録等に基づき外国人の安否確認や救助

活動を行う。 

(3) 情報の提供 

① 避難所及び在宅の外国人への情報提供 

 県及び市町村は，避難所や在宅の外国人の安全な生活を支援，

確保するため，語学ボランティアの協力を得て外国人に配慮し

た継続的な生活情報の提供や，チラシ，情報誌などの発行，配布

を行う。 

② テレビ，ラジオ，インターネット通信等による情報の提供 

 県及び市町村は，外国人に適正な情報を伝達するため，テレ

ビ，ラジオ，インターネット通信等を活用して外国語による情報

提供に努める。 

③ 市町村や観光施設・宿泊施設などと連携した外国人旅行者に

対する情報の提供 

県は，外国人旅行者に対して，災害時に速やかに防災情報が提

供できるよう，国の示す災害時におけるガイドラインの周知や

災害情報を提供するアプリケーションの利用の促進など，市町

村や観光施設・宿泊施設などと連携を図る。 

(4) 外国人相談窓口の開設 

 県は，県国際交流協会と連携し,語学ボランティアの協力を得

て,災害に関する外国人の「相談窓口」を協会内に開設し，総合的

⑦ そ の 他（ビニールシート，仮設トイレ，土嚢袋等） 

 

第１５節 要配慮者安全確保対策 

６ 外国人に対する安全確保対策 

  地震災害対策計画編第３章第５節第６「要配慮者安全確保対策」に

準じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反復表記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

な相談に応じる。 

 市町村においても，速やかに外国人の「相談窓口」を設置し，生

活相談に応じる。 

 また，県及び市町村は「相談窓口」のネットワーク化を図り，外

国人の生活相談に係る情報の共有化に努める。 

(5) 語学ボランティア「受入れ窓口」の設置・運営等 

① 受入体制の確保 

 県国際交流協会は，災害発生後直ちに「受入れ窓口」を開設し，

語学ボランティアの受入体制確保する。 

② 「受入れ窓口」の運営 

 県国際交流協会が運営する「受入れ窓口」における主な活動内

容は，次に示す通りである。 

ア 語学ボランティアの募集，受け入れ,登録  

イ 県担当窓口や市町村等からの依頼に応じて語学ボランティ

アへの協力依頼,紹介 

ウ その他 

③ 語学ボランティアの活動内容 

 語学ボランティアの主な活動内容は，次に示すとおりである。 

ア 外国語の通訳 

イ 外国語の資料の作成・翻訳 

ウ その他，外国人被災者の語学支援に必要な活動 

④ 語学ボランティア「受入れ窓口」との連携・協力 

 県は災害発生後，「担当窓口」の職員が，県内部及びボランティ

ア「受入れ窓口」との連絡調整，情報の収集や提供及び広報活動

等行う。 

 

第１６節 応急仮設住宅の建設及び住宅の応急修理 

１ 応急仮設住宅の提供 

災害のため住家が全焼，全壊又は流失し，自らの資力では住家を

確保することができない者に対し，応急仮設住宅を建設し，被災者

の居住の安定を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６節 応急仮設住宅の建設及び住宅の応急修理 

１ 応急仮設住宅の提供 

（削除） 
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防災基本計画(H30)

に基づく表記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

その他，地震災害対策計画編第３章第７節第１「建築物の応急復

旧」に準じて実施するものとする。 

２ 住宅の応急修理 

災害のため住家が半焼又は半壊した者に対し，居室，便所及び炊

事場等日常生活に欠くことのできない部分を応急的に修理する。 

その他，地震災害対策計画編第３章第７節第１「建築物の応急復

旧」に準じて実施するものとする。 

 

第１７節 医療・助産 

２ 実施機関 

 (1) 医療及び助産は，市町村長が実施する。ただし，災害救助法適用

時に知事が自ら行うことを妨げない。 

(2) （略） 

(3) (1)により知事が行う場合は，日本赤十字社茨城県支部（以下「日

赤県支部」という。）長と締結した委託契約に基づき日赤県支部が

組織する救護班及び県が組織する救護班により実施し，必要に応

じて医師会，国立病院機構病院等の医療関係機関の協力を得て実

施する。 

  ※ 資料 11－３（広域災害・救急医療情報システム参加医療機関） 

 

４ 医薬品等の確保及び供給 

 茨城県災害用医薬品等確保対策要綱（資料 11－５）により，災

害用医薬品等の確保及び供給を行う。 

 

第１９節 災害廃棄物の処理 

第４ 清掃施設 

 県内市町村における廃棄物の処理施設の整備状況は，次の資料のとお

りである。 

 ※ 資料 18－６（ごみ焼却施設一覧） 

   資料 18－７（ごみ燃料化施設一覧） 

   資料 18－８（粗大ごみ処理施設） 

地震災害対策計画編第３章第７節第１「建築物の応急復旧」に準

じて実施するものとする。 

２ 住宅の応急修理 

（削除） 

 

地震災害対策計画編第３章第７節第１「建築物の応急復旧」に準

じて実施するものとする。 

 

第１７節 医療・助産 

２ 実施機関 

 (1) 医療及び助産は，市町村長が実施する。ただし，災害救助法適用

時に知事が自ら行うことを妨げない。 

(2) （略） 

(3) (1)により知事が行う場合は，日本赤十字社茨城県支部（以下「日

赤茨城県支部」という。）長と締結した委託契約に基づき日赤茨城

県支部が組織する救護班及び県が組織する救護班により実施し，

必要に応じて医師会，国立病院機構病院等の医療関係機関の協力

を得て実施する。 

  （削除） 

 

４ 医薬品等の確保及び供給 

 茨城県災害用医薬品等確保対策要綱（資料 11－４）により，災

害用医薬品等の確保及び供給を行う。 

 

第１９節 災害廃棄物の処理 

第４ 清掃施設 

 県内市町村における廃棄物の処理施設の整備状況は，次の資料のとお

りである。 

 ※ 資料 17－７（ごみ焼却施設一覧） 

   資料 17－８（ごみ燃料化施設一覧） 

   資料 17－９（粗大ごみ処理施設） 
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表記の修正 

 

 

 

 

全病院参加のため削

除 

 

資料編の番号修正 

 

 

 

 

 

 

資料編の番号修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

   資料 18－９（し尿処理施設） 

 

第２０節 死体の捜索及び処理埋葬 

２ 実施機関 

 （略） 

(2) 死体の処理は，市町村長が実施するものとする。ただし，救助法

を適用したときは知事及び市町村長が行う。 

 （略） 

(4) (2)により知事が行う死体の処理は，日本赤十字社茨城県支部（以

下「日赤県支部」という。）長と締結した委託契約に基づき日赤県

支部が組織する救護班及び県が組織する救護班により実施し，必

要に応じて国立病院等の医療関係機関の協力を得て実施する。 

３ 災害救助法による死体の捜索，処理及び埋葬 

(2) 死体の処理 

ウ 費用の範囲及び限度額 

区分 限度額 

死体の洗浄，縫合，消毒等の

ための費用 

１体当たり 3,300 円以内 

死体の一時保存のための費

用 

既存建物の場合 通常の実費 

仮設物の場合 5,000 円以内 

検案料（救護班以外の場合

に限る。） 

慣行料金の額以内 

(3) 埋 葬 

ウ 費用の範囲及び限度額 

(ｲ) 限度額 

大人（満 12 歳以上） 199,000 円以内 

小人（満 12 歳未満） 159,200 円以内 

 

第２２節 輸送 

１ 陸上輸送計画 

 (2) 輸送体制 

   資料 17－10（し尿処理施設） 

 

第２０節 死体の捜索及び処理埋葬 

２ 実施機関 

 （略） 

(2) 死体の処理は，市町村長が実施するものとする。ただし，救助法

を適用したときは知事及び市町村長が行う。 

 （略） 

(4) (2)により知事が行う死体の処理は，日赤茨城県支部長と締結し

た委託契約に基づき日赤茨城県支部が組織する救護班及び県が組

織する救護班により実施し，必要に応じて国立病院等の医療関係

機関の協力を得て実施する。 

３ 災害救助法による死体の捜索，処理及び埋葬 

(2) 死体の処理 

ウ 費用の範囲及び限度額 

区分 限度額 

死体の洗浄，縫合，消毒等

のための費用 

１体当たり 3,400 円以内 

死体の一時保存のための費

用 

既存建物の場合 通常の実費 

仮設物の場合 5,300 円以内 

検案料（救護班以外の場合

に限る。） 

慣行料金の額以内 

(3) 埋 葬 

ウ 費用の範囲及び限度額 

(ｲ) 限度額 

大人（満 12 歳以上） 211,300 円以内 

小人（満 12 歳未満） 168,900 円以内 

 

第２２節 輸送 

１ 陸上輸送計画 

 (2) 輸送体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

130 

 

 

 

 

 

 

 

131 

 

 

 

 

 

 

 

 

132 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定義重複の整理。表

記の修正 

 

 

 

 

 

 

時点修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

  ア 県 

   (ｱ) 組織 

     災害対策本部生活環境部災害対策支援班（生活環境部生活文

化課）が総務部，土木部その他の対策部の協力を得て計画し，

実施する。 

   (ｲ) 輸送手段 

      （略） 

    ② 日本通運(株)水戸支店，茨城交通(株)，日立電鉄交通サー

ビス(株)，関東鉄道(株)及び(一社)茨城県トラック協会加盟

自動車運送事業者（自動車，鉄道） 

 

第２４節 児童生徒等の安全確保・応急教育等 

第１ 児童生徒等の安全確保 

１ 情報等の収集・伝達 

(1) 市町村は，災害が発生し又は発生するおそれがある場合，校長等

に対し，災害に関する情報を迅速・的確に伝達するとともに，必要

な措置を指示する。 

(2) 校長等は，関係機関から災害に関する情報を受けた場合は，速や

かにあらかじめ定めるところにより教職員に伝達するとともに，

自らラジオ・テレビ等により地域の被害状況等災害情報の収集に

努める。 

なお，児童生徒等への伝達にあたっては，混乱を防止するよう配

慮するものとする。 

 

 ２ 児童生徒等の避難等 

(4) 校内保護 

校長等は，災害の状況により，児童生徒等を下校させることが危

険であると認める場合は，校内に保護し，極力保護者への連絡に努

めるものとする。 

なお，この場合，速やかに市町村に対し，児童生徒数等その他必

要な事項を報告する。 

  ア 県 

   (ｱ) 組織 

     災害対策本部事務局物資調整班が総務部，土木部その他の対

策部の協力を得て計画し，実施する。 

 

   (ｲ) 輸送手段 

      （略） 

    ② 日本通運(株)，茨城交通(株)，関東鉄道(株)及び(一社)茨

城県トラック協会加盟自動車運送事業者（自動車，鉄道） 

 

 

第２４節 児童生徒等の安全確保・応急教育等 

第１ 児童生徒等の安全確保 

１ 情報等の収集・伝達 

(1) 市町村は，災害が発生し，又は発生するおそれがある場合，校長

等に対し，災害に関する情報を迅速・的確に伝達するとともに，必

要な措置を指示する。 

(2) 校長等は，関係機関から災害に関する情報を受けた場合は，教職

員に対して速やかに伝達するとともに，自らラジオ・テレビ等によ

り地域の被害状況等災害情報の収集に努める。 

 

なお，児童生徒等への伝達に当たっては，混乱を防止するよう配

慮するものとする。 

 

 ２ 児童生徒等の避難等 

(4) 校内保護 

校長等は，災害の状況により，児童生徒等を下校させることが危

険であると認める場合は，校内に保護し，速やかに保護者へ連絡

し，引渡しの措置を講ずるものとする。 

なお，この場合，速やかに県や市町村に対し，児童生徒数や保護

者の状況等必要な事項を報告する。 

 

 

134 

 

 

 

 

134 
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137 

 

 

 

 

 

表記の修正 

 

 

 

 

表記の修正 

 

茨城交通へ吸収合併 

 

 

 

 

表記の修正（地震編

と整合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引渡し措置等を明記 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

 

 

 

第２ 応急教育 

１ 教育施設及び授業 

県及び市町村の教育委員会並びに私立学校設置者は，相互に協

力して教育施設等を確保するため，次の措置を講ずる。 

 

(1) 校舎の被害が軽少なときは，速やかに応急修理をして授業を行

う。 

５ 避難所との共存 

学校が教育の場としての機能と避難所としての機能を有するた

めに，災害応急対策を行う担当部局，教育委員会，学校は事前に次

の措置を講ずるものとする。 

(1) 市町村は，学校を避難所に指定する場合，教育機能維持の視点か

ら使用施設について，優先順位を教育委員会と協議する。 

(2) 市町村は，避難所に指定する学校の担当職員を決め，教育委員

会，学校，自主防災組織等と災害時の対応を協議する。 

(3) 学校は，避難所における教職員の役割を明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２７節 農地農業 

 ２ 農業 

(2) 家畜の応急措置 

また，保護者との連絡がとれない場合や保護者が迎えに来るこ

とが困難な場合は，保護者への引渡しができるまで校内での保護

を継続するものとする。 

 

第２ 応急教育 

１ 教育施設及び授業 

県及び市町村の教育委員会並びに私立学校設置者は，相互に協

力し教育施設等を確保して，教育活動を早期に展開するため次の

措置を講ずる。 

(1) 校舎の被害が軽微なときは，速やかに応急修理をして授業を行

う。 

５ 避難所との共存 

学校が教育の場としての機能と避難所としての機能を有するた

めに，災害応急対策を行う担当部局，教育委員会，学校は事前に次

の措置を講ずるものとする。 

(1) 市町村は，学校を指定避難所に指定する場合，教育機能維持の視

点から使用施設について，優先順位を教育委員会と協議する。 

(2) 市町村は，指定避難所に指定する学校の担当職員を決め，教育委

員会，学校，自主防災組織等と災害時の対応を協議する。 

(3) 指定避難所に指定された学校は，あらかじめ教職員の役割を明

確にし，教職員間で共通理解しておくとともに，マニュアル等を整

備する。 

(4) 学校は，帰宅できず校内で保護している自校の児童生徒等への

対応と，避難してきた地域住民等への対応の双方に留意する。 

(5) 指定避難所に指定されていない学校においても，災害時には地

域住民等が避難してくることを想定し，指定避難所と同様の対応

ができるよう努める。 

 

第２７節 農地農業 

 ２ 農業 

(2) 畜産関連の応急措置 
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138 

 

 

 

138 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

156 

 

 

 

 

 

 

表記の修正（地震編

と整合） 

 

 

 

 

 

 

 

防災基本計画の修正 

 

実施主体を明記 

 

地震編と整合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の運用にあわせ
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

ア 風 害 

(ｱ) 被害畜舎の早期修理，復旧に努めること 

(ｲ) 外傷家畜の治療と看護に努めること 

(ｳ) 事故畜等の早期処理に努めること 

イ 水 害 

(ｱ) 畜舎内浸水汚物の排除清掃をはかること 

(ｲ) 清掃後畜舎内外の消毒を励行すること 

(ｳ) 家畜防疫員による災害地域家畜の一斉健康診断を実施し，あ

わせて病傷家畜に対する応急手当を受けること 

(ｴ) 栄養回復のための飼料調達並びに給与に努めること 

(ｵ) 必要に応じ発病が予想される家畜伝染病の緊急予防注射を実

施すること 

 

第２８節 電力施設の復旧 

東京電力パワーグリッド株式会社茨城総支社県域において災害が発

生した場合は，電力設備被害の早期復旧並びに被災地に対する電力供給

の確保を図るため，下記に基づき対策を講ずるものとする。 

３ 組織の運営 

 (1) 非常態勢の発令手続き 

支店長および支社長は，情勢に応じ適用すべき態勢区分（第１～

第３非常態勢）を発令する。 

 

第３章 災害復旧計画 

第４節 災害復旧事業に必要な金融その他の資金 

第１ 農林漁業復旧資金 

 ２ 茨城県農林漁業災害対策特別措置条例に基づく融資 

(1) 茨城県農林漁業災害対策特別措置条例第２条第 12 号に基づき，

条例で指定された災害に係る被害農業地域等の被害農林漁業者に

必要な経営資金を融資する。 

 カ 貸付機関 農業協同組合，農業協同組合連合会又は金融機関 

(3) 茨城県農林漁業災害対策特別措置条例第２条第 14 号に基づき，

 ア 県は，市町村が行う畜舎等の応急復旧措置に対して指導等を 

行う。 

 イ 県は，家畜の伝染性疾病の発生予防及びまん延を防止するた 

め必要と認められる場合は，家畜伝染病予防法の定めるところ

により必要な措置を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２８節 電力施設の復旧 

東京電力パワーグリッド株式会社茨城総支社県域において災害が発

生した場合は，電力設備被害の早期復旧並びに被災地に対する電力供給

の確保を図るため，下記に基づき対策を講ずるものとする。 

３ 組織の運営 

 (1) 非常態勢の発令手続き 

総支社長および支社長は，情勢に応じ適用すべき態勢区分（第１

～第３非常態勢）を発令する。 

 

第３章 災害復旧計画 

第４節 災害復旧事業に必要な金融その他の資金 

第１ 農林漁業復旧資金 

２ 茨城県農林漁業災害対策特別措置条例に基づく融資 

(1) 茨城県農林漁業災害対策特別措置条例第２条第 12 号に基づき，

条例で指定された災害に係る被害農業地域等の被害農林漁業者に

必要な経営資金を融資する。 

 カ 貸付機関 農業協同組合，森林組合又は金融機関 

(3) 茨城県農林漁業災害対策特別措置条例第２条第 14 号に基づき，
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て修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織改編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

被害農業者等に指定災害により，被害を受けた農業用施設の復旧

に必要な資金を融資する。 

エ 償還期限 12 年以内 

 ３ 株式会社日本政策金融公庫（農林漁業施設資金） 

 (2) 貸付利率 年 0.20％～0.30％（償還期間により異なる） 

        ※Ｈ29.10.19 現在の利率 

 ４ 農業災害補償 

農業経営者の災害によって受ける損失を補償する農業災害補償

法（昭和 22 年法律第 185 号）に基づく農業共済について，災害時

に農業共済組合等の補償業務の迅速，適正化を図るとともに，早期

に共済金の支払いをするよう指導する。 

 

第４ 生活福祉資金 

・一覧表の名称：生活福祉資金貸付条件等一覧（平成２８年２月１日

から適用） 

・「資金種類／住宅入居費」欄中：住宅手当 

・「資金種類／福祉費」欄中：公営住宅の譲り受けに必要な事業 

・「資金種類／緊急小口資金」欄中：実施期間 

やむを得ない自由 

・「貸付期間」の列 

・「資金種類／不動産担保型生活資金」欄中：低所得の高齢者世帯に対

し，一定の居住用不動産を担保として貸し付ける生活資金 

 

 

・「貸付限度額／不動産担保型生活資金」欄中：土地 

・「資金種類／要保護世帯向け不動産担保型生活資金」欄中：要保護の

高齢者世帯に対し，一定の居住用不動産を担保として貸し付ける生

活資金 

 

・一覧表欄外：※２ 災害を受けたことによる貸付けは，災害の状況に

応じ，２年以内 

 

被害農業者等に指定災害により，被害を受けた農業用施設の復旧

に必要な資金を融資する。 

エ 償還期限 12 年以内（共同利用施設は 15 年以内） 

 ３ 株式会社日本政策金融公庫（農林漁業施設資金） 

 (2) 貸付利率 公庫所定の利率による 

                    

 ４ 農業災害補償 

農業経営者の災害によって受ける損失を補償する農業保険法

（昭和 22 年法律第 185 号）に基づく収入保険及び農業共済につい

て，災害時に農業共済組合等の補償業務の迅速，適正化を図るとと

もに，早期に保険金及び共済金等の支払いをするよう指導する。 

 

第４ 生活福祉資金 

・一覧表の名称：生活福祉資金 資金種類等一覧 

 

・「資金種類／住宅入居費」欄中：住居確保給付金 

・「資金種類／福祉費」欄中：公営住宅の譲り受けに必要な経費 

・「資金種類／緊急小口資金」欄中：実施機関 

やむを得ない事由 

・（削除） 

・「資金種類／不動産担保型生活資金」欄中：一定の居住用不動産を有

し，将来にわたりその住居に住み続けることを希望する高齢者世帯

に対し，当該不動産を担保として生活費を貸し付ける資金 

・「貸付限度額／不動産担保型生活資金」欄中：居住している不動産

（土地） 

・「資金種類／要保護世帯向け不動産担保型生活資金」欄中：一定の居

住用不動産を有し，将来にわたりその住居を所有し，又は住み続け

ることを希望する要保護の高齢者世帯に対し，当該不動産を担保と

して生活費を貸し付ける資金 

・一覧表欄外：※２ 災害を受けたことによる貸付けの場合には，災害

の状況に応じ，貸付けの日から２年を超えない範囲内で据置期間を伸

長することができる。 
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170 

 

 

170 
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表記の修正 

 

取扱必携に基づく修

正 

 

農業災害補償法の一

部改正 

 

 

 

 

誤記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

・一覧表欄外：（新規） 

 

 

 

第５ 母子寡婦福祉資金 

 「母子及び寡婦福祉法」（昭和 39 年法律第 129 号）に基づき，災害に

より被害を受けた母子家庭及び寡婦に対し，その経済的自立と生活意欲

の助長促進を図るため，母子寡婦資金の貸付を行う。 

 （住宅資金） 

１ 対象者  母子家庭の母または寡婦 

２ 貸付限度 150 万円以内（特に必要と認められる場合 200 万円以

内） 

３ 償還期間 ６月以内の据置期間経過後６年以内（特に必要と認

められる場合７年以内） 

４ 貸付利率 年３％ただし据置期間中は無利子 

 

 

 

第５節 その他の保護計画 

第２ 国税等の徴収猶予及び減免の措置 

国，県及び市町村は，災害により被災者の納付すべき国税及び地方

税について，法令及び条例の規定に基づき，申告，申請，請求，その

他書類の提出又は納付もしくは納入に関する期日の延長，国税，地方

税（延滞金等を含む）の徴収猶予及び減免の措置を災害の状況に応じ

て実施するものとする。 

 

第６節 防災関係機関の復旧計画 

第１ 東日本旅客鉄道株式会社水戸支社の災害復旧計画 

 ２ 災害復旧の組織 

   対策本部（支社） 公衆電話 221－6461 

復旧本部（現地） 

・一覧表欄外：※３ 総合支援資金のうち生活支援費の貸付期間は，原

則として３月とし，就職に向けた活動を誠実に継続している場合など

においては，最長１２月まで延長することができる。 

 

第５ 母子父子寡婦福祉資金 

 「母子及び父子並びに寡婦福祉法」（昭和 39 年法律第 129 号）に基づ

き，災害により被害を受けた母子家庭及び父子家庭並びに寡婦に対し，

その経済的自立と生活意欲の助長促進を図るため，母子父子寡婦福祉資

金の貸付を行う。 

 （住宅資金） 

 １ 対象者  母子家庭の母，父子家庭の父又は寡婦 

 ２ 貸付限度 150 万円以内。(特に必要と認められる場合 200 万円

以内) 

 ３ 償還期間 ６月以内の据置期間経過後６年以内（特に必要と認め

られる場合７年以内） 

 ４ 貸付利率 無利子（保証人のいない場合年 1.0％。ただし据置期

間中は無利子） 

 

第５節 その他の保護計画 

第２ 国税等の徴収猶予及び減免の措置 

国，県及び市町村は，災害により被災者の納付すべき国税及び地方

税について，法令及び条例の規定に基づき，申告，申請，請求，その

他書類の提出又は納付若しくは納入に関する期日の延長，国税，地方

税（延滞金等を含む）の徴収猶予及び減免の措置を災害の状況に応じ

て実施する。 

 

第６節 防災関係機関の復旧計画 

第１ 東日本旅客鉄道株式会社水戸支社の災害復旧計画 

 ２ 災害復旧の組織 

   支社対策本部（支社・設備班） 公衆電話 232－0022 

   地区対策本部 
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時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記の修正 

 

 

 

 

 

 

災害復旧組織の名称

変更 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

作 業 班（現地） 

 

第３ 東日本電信電話株式会社茨城支店の災害復旧計画 

１ 通信そ通の応急措置 

   災害のため通信が途絶又は著しく輻輳したときは，次の方法によ

り速やかに通信のそ通を図る。 

  (1) 可搬型無線機及び移動無線車等の災害対策機器による通信の

確保 

  (2) 臨時回線の作成 

  (3) 回線の分断，延長又は中継経路の変更 

  (4) 災害時用公衆電話（特設公衆電話）の設置 

 ２ ケーブルルートの復旧順位 

   各市町村（各支店，電話交換センター）間を結ぶケーブルルート

の復旧については，被災地間の復旧を第一義として実施する。 

 ３ 回線の応急復旧措置 

災害の状況，電気通信設備の状況に応じ，次の順位で復旧する。 

 

 

 

 

 

 

〔電気通信サービスの復旧順位〕 

現地対策本部 

 

第３ 東日本電信電話株式会社茨城支店の災害復旧計画 

 １ 電話停止時の応急措置 

  (1) 通信のそ通に対する応急措置 

    災害時措置計画に沿った臨時回線の作成，中継順路の変更等そ

通確保の措置及び臨時公衆電話の設置等を実施する。 

  (2) 災害時用公衆電話（特設公衆電話）の設置 

    市が指定する避難所等に設置され，災害発生時に緊急連絡手段

として使用できる。 

  (3) 通信の利用制限 

    通信が著しく輻そうした場合は，重要通信を確保するため，通

話の利用制限等の措置を行う。 

  (4) 災害用伝言サービスの運用 

    大規模災害時における電話の輻そうの影響を避けながら，家族

や知人との間での安否の確認や避難場所の連絡等を可能とする

災害用伝言ダイヤル“１７１”を提供する。 

２ 災害等応急復旧の実施 

   重要通信の確保に留意し，災害等の状況，電気通信設備の被害状

況に応じ，次の各号に示す復旧順位を参考とし，適切な措置をもっ

て復旧に努める。 

 

〔電気通信設備及び回線の復旧を優先する機関等〕 

 

 

 

 

183 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害対策規程の変更 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

 (1) この復旧順位表は，通信途絶の解消及び重要通信の確保の上で

必要な最小限の回線を示すものであって，具体的な回線数の決定，

次順位回線への復旧移行時期，その他特に定めない事項について

は，被害の状況，通信そ通状況，回線構成，災害時優先電話の有

無等の実情を考慮し，社内関係機関及び関係会社と協議の上，事

業部門の長が判断する。 

 (2) この復旧順位表はお客さまが複数の回線を契約している場合，

同一設置場所にある電話，ＩＳＤＮ，専用線等の同時復旧が困難

なときには，これらのうち最低１回線以上のそ通を確保する。 

 (3) 公共の利益のために特に必要があると認めたときは，後順位の

回線であっても繰り上げて復旧できるものとする。 

３ 復旧を優先する電気通信サービス 

 (1) 電話サービス（固定系・移動系） 

 (2) 総合ディジタル通信サービス 

 (3) 専用サービス（国際・国内通信事業者回線,社内専用線含） 

 (4) パケット交換サービス（インターネット接続サービスを含む） 

 (5) 衛星電話サービス 

４ 大規模災害時における復旧順位と応急復旧の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

184 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧順位

第一段階

　2に示す復旧第一順位及び第二順位機関が利用
する、3に示す復旧優先サービスの復旧の他、避難
場所への災害時用公衆電話（特設公衆電話）の取
付け及び街頭公衆電話の復旧を行う。

　災害救助機関等、重要
通信を扱う機関の業務継
続及び災害等応急復旧
に最低限必要となるサー
ビスについては24時間以
内、その他サービス及び
重要加入者については3
日以内を目標とする。

第二段階
　第一段階の復旧を拡大するとともに、住民の復帰
状況等に合わせて一般加入電話等の復旧も逐次
行う。

　第一段階に引続き出来る
だけ迅速に行う。長くても
10 日以内＊を目標とする

応 急 復 旧 の 目 標

＊激甚な災害等発生時は被災状況により最大約1 ヶ月程度を要する場合（阪神・淡路大震災の場合で、約2 週間、東日

本大震災の場合で約1 ヶ月）も想定されるが、応急復旧期間の短縮に最大限努めるものとする。
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 (4) 対地別の復旧順位はネットワーク構成の上位局相互間の回線を

優先する。 

(5) 端末回線，中継回線，市外回線が同時に被災した場合，そ通状況

を考慮し，均衡を図って復旧する。 

［契約約款に基づき重要通信を確保する機関］ 

 
４ 機器・資材の確保 

  茨城支店が保有する災害対策機器を通用するが，各種復旧機器，資

材等が不足するおそれがある場合は，各県支店の支援で対応する。 

 

３ 海上災害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 会場交通安全の確保 

２ 漁船の安全操業に関する指導 

  〔県（農林水産部） 

漁業無線局において，沿岸及び沖合の気象，海象に関する資料の

収集及び広報を行うとともに，危険水域等の情報の提供を行う。 

 

 

第３節 迅速かつ円滑な災害応急対策への備え 

２ 災害応急体制の整備 

(1) 職員の活動体制の整備 

〔海上保安部，県（各部局），市町村等防災関係機関〕 

 それぞれの機関の実情に応じ，非常参集体制の整備を図るとと

もに，それぞれ災害活動マニュアルを作成して職員に災害時の活

動内容等を周知させるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 海上災害対策計画 

第１章 災害予防 

第１節 会場交通安全の確保 

２ 漁船の安全操業に関する指導 

  〔県（農林水産部） 

水産試験場漁業無線局において，沿岸及び沖合の気象，海象に関

する資料の収集及び広報を行うとともに，危険水域等の情報の提

供を行う。 

 

第３節 迅速かつ円滑な災害応急対策への備え 

２ 災害応急体制の整備 

(1) 職員の活動体制の整備 

〔海上保安部，県（各部局），港湾管理者，市町村等防災関係機関〕 

 それぞれの機関の実情に応じ，非常参集体制の整備を図るとと

もに，それぞれ災害活動マニュアルを作成して職員に災害時の活

動内容等を周知させるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

186 

 

 

 

 

 

 

187 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記の修正 

 

 

 

 

 

 

防災基本計画（R1）の

修正 

 

 

順 位 復　　 旧 　　回　　 線

第１順位
　気象機関、水防機関、消防機関、災害救助機関、警察機関、防衛機関、輸送の確保に
直接関係のある機関、通信の確保に直接関係のある機関、電力の供給の確保に直接関
係のある機関

第２順位
　ガス・水道の供給の確保に直接関係のある機関、選挙管理機関、預貯金業務を行う金
融機関、新聞社、通信社、放送事業者、及び第１順位以外の国又は地方公共団体

第３順位 第１順位、第２順位に該当しないもの
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 （新規） 

 

 

 

 

４ 航空災害対策計画 

第２章 災害応急対策        

第２節 活動体制の確立 

 １ 県の活動体制 

(3) 職員の動員 

  〔県（各部局）〕 

   県地域防災計画（震災対策計画編）第３章第１節第１「職員参集・

動員」に準ずる。 

 

５ 鉄道災害対策計画 

第２章 災害応急対策        

第１節 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・連絡 

(2) 鉄道災害情報等の収集・連絡系統 

（連 絡 先 一 覧） 

関係機関名 昼夜の別 電話番号 連 絡 先 

首都圏新都市 

鉄道㈱ 

昼 0297-52-8311 運輸部総合指令所 

夜間 同 上 同 上 

 

 

第２節 活動体制の確立 

 １ 県の活動体制 

(3) 職員の動員 

  〔県（各部局）〕 

   県地域防災計画（震災対策計画編）第３章第１節第１「職員参集・

動員」に準ずる。 

 また,港湾における高潮・暴風リスクを低減するため，タイムライ

ンの考え方を取り入れた防災対策を推進するものとする。 

さらに，コンテナ等の野外蔵置貨物の流出防止対策を推進するも

のとする。 

 

４ 航空災害対策計画 

第２章 災害応急対策        

第２節 活動体制の確立 

 １ 県の活動体制 

(3) 職員の動員 

  〔県（各部局）〕 

   県地域防災計画（地震災害対策計画編）第３章第１節第１「職員

参集・動員」に準ずる。 

 

５ 鉄道災害対策計画 

第２章 災害応急対策        

第１節 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・連絡 

(2) 鉄道災害情報等の収集・連絡系統 

（連 絡 先 一 覧） 

関係機関名 昼夜の別 電話番号 連 絡 先 

首都圏新都市 

鉄道㈱ 

昼 03-5298-5752 安全総括部企画調

整課 

夜間 0297-52-8311 運輸部総合指令所 

 

第２節 活動体制の確立 

 １ 県の活動体制 

(3) 職員の動員 

  〔県（各部局）〕 

   県地域防災計画（地震災害対策計画編）第３章第１節第１「職員

参集・動員」に準ずる。 

188 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

208 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

222 

 

 

 

 

 

 

 

224 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼夜対応箇所の変更 

 

 

 

 

 

 

 

誤記の修正 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 

第６節 関係者等への的確な情報伝達活動 

 関係者等への的確な情報伝達については，県地域防災計画（震災対策

計画編）第３章第２節第３「災害情報の広報」に準ずるほか次により実

施するものとする。 

 

６ 道路災害対策計画 

第２章 災害応急対策        

第１節 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・連絡 

(2) 道路災害情報等の収集・連絡系統 

（連 絡 先 一 覧） 

機関名 担当部署 電話番号 

東日本高速道路㈱

関東支社 

事業統括課 048-631-0185（昼） 

岩槻道路管制センター 048-758-4060（夜間） 

 

８ 大規模な火事災害対策計画 

第１章 災害予防 

第３節 迅速かつ円滑な災害応急対策，災害復旧・復興への備え 

３ 救助・救急，医療及び消火活動への備え 

(3) 消火活動への備え 

〔県（防災・危機管理部），市町村，消防機関〕 

   中央防災会議による被害想定（H17）により，首都直下地震によ

り震度 6弱以上が想定される県南西部 32 市町村，海風の影響をう

ける海岸線沿いの市町村及び傾斜地に住宅団地が存する県北地域

については，同時多発火災及び消火栓の使用不能等に備え，防火水

槽の整備，海水河川水等自然水利及びため池等指定消防水利の活用

等により，消防水利の多様化を図るとともに，消防ポンプ自動車等

消防用機械・資機材の整備に努めるものとする。 

第２章 災害応急対策        

第２節 活動体制の確立 

 

第６節 関係者等への的確な情報伝達活動 

 関係者等への的確な情報伝達については，県地域防災計画（地震災害

対策計画編）第３章第２節第３「災害情報の広報」に準ずるほか次によ

り実施するものとする。 

 

６ 道路災害対策計画 

第２章 災害応急対策        

第１節 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・連絡 

(2) 道路災害情報等の収集・連絡系統 

（連 絡 先 一 覧） 

機関名 担当部署 電話番号 

（削除） （削除） （削除） 

（削除） （削除） 

 

８ 大規模な火事災害対策計画 

第１章 災害予防 

第３節 迅速かつ円滑な災害応急対策，災害復旧・復興への備え 

３ 救助・救急，医療及び消火活動への備え 

(3) 消火活動への備え 

〔県（防災・危機管理部），市町村，消防機関〕 

   茨城県地震被害想定（H30）では，全ての市町村でいずれかの地

震によって震度６弱以上の揺れに見舞われる想定となっているこ

とから，同時多発火災及び消火栓の使用不能等に備え，防火水槽の

整備，海水河川水等自然水利及びため池等指定消防水利の活用等に

より，消防水利の多様化を図るとともに，消防ポンプ自動車等消防

用機械・資機材の整備に努めるものとする。 

 

第２章 災害応急対策        

第２節 活動体制の確立 
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235 

 

 

 

 

 

 

 

 

273 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非公表情報のため 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震被害想定の見直

し 
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改定前 改定後 
新計画

掲載頁 備考 

 １ 県の活動体制 

(3) 職員の動員 

  〔県（各部局）〕 

   県地域防災計画（震災対策計画編）第３章第１節第１「職員参集・

動員」に準ずる。 

 

(6) 災害対策本部等の組織，設置の決定及び本部の設置等 

   県地域防災計画（震災対策計画編）第３章第１節第２「災害対策

本部」に準ずる。 

 

９ 林野火災対策計画 

第２章 災害応急対策        

第１節 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・連絡 

(2) 林野火災情報等の収集・連絡系統 

 

 

 

 １ 県の活動体制 

(3) 職員の動員 

  〔県（各部局）〕 

   県地域防災計画（地震災害対策計画編）第３章第２節第３「災害

情報の広報」に準ずる。 

 

(6) 災害対策本部等の組織，設置の決定及び本部の設置等 

   県地域防災計画（地震災害対策計画編）第３章第１節第２「災害

対策本部」に準ずる。 

 

９ 林野火災対策計画 

第２章 災害応急対策        

第１節 発災直後の情報の収集・連絡 

１ 災害情報の収集・連絡 

(2) 林野火災情報等の収集・連絡系統 
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278 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

286 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記の修正 

 

 

 

誤記の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村と森林管理署

及び事務所間の連絡

系統を追加 

 

 

 

 

 


